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　日本地質学会第125年学術大会（札幌大会）
は，2018年9月5日（水）から7日（金）の3 
日間の予定で，北海道札幌市北区に立地する
北海道大学札幌キャンύスで開催された．北
海道では，2007年の第114年学術大会（札幌
大会）にଓいて11年Ϳりの開催となり，講ԋ
申込も599ܭ件（ޱ಄363，ポスター 236）に
のぼり，੝گな開催が見込まれていた．ま
た，本大会の前िには，大会会期中に台風21
号が北海道に઀近することが予報されていた
が，޾いにも5日未明に台風は北海道を通過
し，5日は朝から大会を開催することが出དྷ
た．しかし，周知の通り，第125年学術大会

（札幌大会）は，9月5日（水）の初日のみޱ
಄・ポスター発表，表জ式，受賞記念講ԋ会
および࠙਌会が予定通りに執り行われたが，
9月6日（木）の未明に生じた北海道胆振東部
地震のため，その後の行事がほぼ中止となっ
た．札幌大会参加者は，692名（会員599，ඇ
会員93）であった．二日目以߱に予定されて
いた中止プログラムに対する代ସの学術大会
は，「つくば特ผ大会」として2018年12月1日

（土）から2日（日）の2日間，つくば市の࢈
業ٕ術૯合研究所で開催された（後ड़）．
　北海道大学札幌キャンύスは，札幌Ӻから
ెาで10分のڑ཭にあり，札幌Ӻから新ઍࡀ
ۃ，཭にあるのでڑまでもշ଎で35分のߓۭ
めて利ศ性の高い場所である．学会会場は全
て札幌キャンύスの高等教育推進機構のݐ物
内に収められ，参加者のҠ動は༰қであった
とࢥわれる．また，北海道で学会が開催され
るということもあり，学会以外に北海道内の
旅行を楽しみにされていた方も多いとࢥわれ
るが，࢒念ながら地震のため学術大会後の巡
検はすべて中止になったほか，学術大会後に
北海道の旅行をܭ画されていた方もキャンセ
ルを༨ّなくされたであろう．
　今回はテーマを「イϥンΧϥϓςʵ地質学͕
୓͘ເ・ະདྷ」としたが，「イランΧラプテ」
とはアイψ語で「こんにちは」を意ຯし，最
近，北海道のおもてなしのキーϫードとして
推奨されている．また，「地質学が୓くເ・未
དྷ」は開୓者ਫ਼ਆあ;れる，未དྷࢤ向の北海
道で開催する地質学会であることを表現する．

　市民講ԋ会は，テーマをʰ動く大地のしく
みを知り，地震・津波災害に備えるʱとし，
近年ස発する地質災害を引き起こしている大
地の動きを分かりやすく解説し，市民の方の
๷災・ݮ災対ࡦにগしでも໾に立つ講ԋ会を
行う予定であったが，ൽ೑にも胆振東部地震
のため中止となった．在田一ଇ・NPO法人
北海道૯合地質学研究センター研究員（元北
海道大学大学Ӄ理学研究Ӄ教त）には「山຺
はどうしてできる−地質がࣔすώマラϠ・日
高山຺の成り立ち−」，ُ田　७・北海道大
学大学Ӄ理学研究Ӄ।教तには「深海ఈの断
層を調べる−東北地方ଠ平༸ԭ地震の断層す
べりメΧニズム−」，高ߊߒڮ・北海道大学
大学Ӄ理学研究Ӄ教तには「地震はなͥ起こ
る？−北海道の地震とその災害−」，という
ԋ題で講ԋを予定していた．市民講ԋ会つい
ては，地質情報展とあわせて，དྷ年3月30日

（土）に同会場（かでる2・7）であらためて
開催予定である．また，今回は125周年記念
大会であったため「125周年国際シンポジウ
ム：社会と地質学」が開催予定であったが，
こちらも地震のため中止になったのは࢒念で
あった．海外からの招଴講ԋ者には，初日の
キリンビールԂで行われた࠙਌会を楽しんで
いただけたのはせめてもの޾いであった．一
方，LOCが提案する特ผシンポジウム「前
進する地֪構造解明作業ʕテクトニクス研究
の新たな展開΁ʕ」（在田一ଇੈ話人代表）
も中止となったが，在田氏の౒力によりつく
ば特ผ大会で開催された（後ड़）．さらに，

「地質情報展2018北海道　明࣏からつな͙地
質の知ܙ」（主催：࢈業ٕ術૯合研究所　地
質調査૯合センター・一般社団法人日本地質
学会）はかでる2・7で行われる予定であった
が，これも中止となった．こちらも市民講ԋ
会同様དྷ年3月29日（金）〜 31日（日）に同
会場であらためて開催される．
　్中までの出展となったが，企業・団体展
ࣔコーφーでは9件（ג式会社ݐ設ٕ術研究
所・ג式会社ඹ山地質年代学研究所・メイジ
テクϊג式会社・ライΧマイクロシステムズ
式会社・特定ඇӦ利活動法人 ジオプロジג
ェクト新ׁ・ג式会社レアックス・日本地球

科学コンソーシアム（J-DESC）/海༸研࡟۷
究開発機構（JAMSTEC）・高知大学海༸コ
ア૯合研究センター・明࣏コンサルタントג
式会社）の出展をいただき，書੶等の展ࣔ・
ൢചでは，台風21号の影響で実際には会場に
おӽしいただけない企業もあったが，ג式会
社朝૔書ళ・ニチΧג式会社・ג式会社ニュ
ートリϊ・第࢛ل文ݙセンター・ג式会社ア
イピーの5件にご出ళいただいた．
　会場の設ӦとӡӦは，旅行会社（近ـ日本
πーリスト（ג））に委ୗした．北海道ࢧ部
が主体となってܭ画を進め，大学関係者，本
会担当者（行事委員長等）とともに大会
LOCを組৫し，実施段階で会社に委ୗする
という，ここԿ年かऔり組んでいる方式にԊ
って準備を進め，֓Ͷスムーズに大会準備・
ӡӦが実施できた．特に，近ـ日本πーリス
ト（ג）は北大の高等教育推進機構のݐ物で
行う学会開催に多数回の経験があり，会場の
部԰の使用について貴重なࣔࠦをいただい
た．また，北大生協にはன食ห当を手഑いた
だいたが，最後に̓日のޕ後に手഑いただい
た生協のΧレーは，地震で停電がܧଓしてい
る中，ஆかい食事を提供していただき感謝し
ている．今回は，学術大会LOCが2016年11
月に組৫され，第1回会議を開催した．実行
委員会のメンόーは，2017年3月に，஛下　
పࢧ部長を大会準備委員長に選出し，市民講
ԋ会，学術発表会，ポスターセッション，࠙
਌会，巡検の各੹೚者および日程をܾ定し，
その後，แׅ的に準備にऔり組んだ．
　6日未明の地震発生後は，プログラムの実
施方਑や会場のঢ়گ等を大会HPにਵ時ࡌܝ
し，情報を一元化して参加者・関係者΁周知
をਤった．またメールのଈ時഑信サービスを
利用した連絡も行ったが（送信先：札幌大会
講ԋ者予定者，事前参加ొ࿥者およびメール
アドレスొ࿥学会員），停電のためPCやスマ
ートフォンが利用できず，実際には会場のష
紙でঢ়گを知る参加者も多くいた．大会中止
の൑断については，6日ଈ時中止の意見もあ
ったが，6日朝の段階で，かなりの数の参加
者がطにདྷ場していたことや講ԋ者の発表場
をできるだけ確保したいとの考えで，6日は

日本地質学会第125年学術大会（札幌大会）ใࠂ

ࣸਅ左から，๺大ߏ಺ʹෳ਺ઃஔ͞Εͨ大会؃൘．2日目から͸，中ࢭ౳のషࢴͰ͍ͬͺ͍ʹͳͬͨ．ࣜయͰѫࡰΛ͢Δ松田博貴会長（中），͝
ѫࡰΛ௖͍ͨੴ৿ߒ一࿠๺ւ道大学理学研究Ӄ研究Ӄ長・学෦長（ӈ）．
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ポスター発表のみ実施した．しかし電力෮چ
の見込みが立たず最終的に7日朝8時に大会の
中止をܾ定した．
　今回，地震による行事中止という近年にな
いアクシデントに見෣われたことは大ม࢒念
であった．予期せ͵自然現象とはいえ，今回
プログラム中止のଶ度ܾ定が஗れたことも重
なり，参加者・関係者のօ様には多大なご不
ศ・ごۤ࿑をおかけすることになった．ここ
にあらためてお࿳び申し上げます．また本大
会開催にあたりご協力いただいたօ様ならび
に関係各機関，各地よりご参加いただいた会
員・ඇ会員のօ様方にಞくおྱ申し上げます．

行事委員会　委員長　Ԭ田　੣
札幌大会実行委員会　委員長　஛Լ　ప

日ɹɹఔ（札幌）

　大会の日程֓要は以下の通り．

�݄�೔ʢ݄ʣʙ �೔ʢՐʣ
 ・ プレ巡検：Gコース「ઍ島海ߔԊ؛域にお

いて認められる௒ڊ大地震津波ࠟ੻܈と広
域地֪ม動」（9/3-4）

 ・ アウトリーチ巡検：Hコース「֗中ジオࢄ
า in Sapporoʕ開୓使時代の઒」（9/4）

 ・ 実習プログラム「無人ۭߤ機を利用した数
஋地表モデルの作成」（9/4）

�݄�೔ʢਫʣ
 ・ 学術交流協定更新・会員ݦজ式・各賞त賞

式（15:30�16:10ʀ高等教育推進機構　大
講ಊ）

 会長挨拶
 དྷෂ挨拶（石৿ߒ一࿠様：北海道大学理学

研究Ӄ研究Ӄ長・学部長）
 学術交流協定更新，交流協定క結学会代表

挨拶
 ・ 受賞記念講ԋ（17:00�18:15ʀ高等教育推

進機構　大講ಊ）
 日本地質学会小ᖒّ明賞受賞スピーチ：ᖒ

木༎介「たくさんやってみる」
 日本地質学会ࡤ山խଇ賞受賞スピーチ：野

崎達生「鉱চ学は面നい，ࢿ源のภ在性に
は意ຯがあるʂそしてたくさんの人達にܙ
まれてきたことに深謝」

 日本地質学会ࡤ山խଇ賞受賞スピーチ：ԕ
౻ढ़༞「௜み込み帯ม成作用の広がりの௥
究」

 日 本 地 質 学 会 国 際 賞 受 賞 講 ԋ：Prof. 
MillardF. Coffin「Volcanoes, Iron, and 
Phytoplankton in the Southern Ocean」

 ・ ࠙ ਌会（19:00�21:00ʀキリンビールԂ）
 ・ 一般発表（ޱ಄）（9:00�12:30ʀ高等教育

推進機構E，N౩）
 ・ 一般発表（ポスター）（9:00-18:00，コアタイ

ム13:45-15:05ʀ高等教育推進機構E౩2-3階）
 ・ ランチョン2件（12:45-13:45）
face-to-faceฤ集委ࢽࡶ生物部会 /地質学ݹ 

員会/現行地質過程部会
 ・ 企業団体展ࣔ，書੶等ൢച（9:00-17:00ʀ

高等教育推進機構E౩2-3階）

�݄�೔ʢ໦ʣ
 ・ 一般発表（ポスター）（9:00-16:00，コアタ

イム13:45-15:05ʀ高等教育推進機構E౩2-3
階）

その他のプログラムは中止

�݄�೔ʢۚʣ
プログラム中止

�݄�೔ʢ౔ʣҎ߱
以下の巡検はすべて中止
 ・ Aコース「小୬の地質と石材」
 ・ Bコース「ೆ੢北海道，石ङ௿地帯におけ

るテフラ層ং学：ࢧᝇಎ໸火山地域の噴火
ཤ歴」

 ・ Cコース「北海道日高海؛地域の中部〜上
部中新౷前ԑଯੵຍຒੵ物のଯੵシステム
と石油地質」

 ・ Dコース「՜Ҕ層܈下部〜中部に記࿥され
たനѥل中ࠒのԹஆ化とݹ環ڥม動」

 ・ Eコース「ਆݹډᖇ」
 ・ Fコース「日高ม成帯ೆ部の深成ม成岩類」
 ・ アウトリーチ巡検：Iコース「一ԯ年時間

旅行 三ּジオύーク」

࠙ɹ਌ɹ会

　日本地質学会第125年学術大会（札幌大会）
の࠙਌会は2018年9月5日（水）19:00よりキ
リンビールԂ2階ホールで開催された．その
日の未明からૣ朝にかけて台風21号が札幌市
を通過して，キリンビールԂ周ลのすすき
の，大通りでも౗木などが見られる中での࠙
਌会であった．しかし，すすきのの֗が活気
をࣦわない中，それに負けずともྼらず࠙਌
会も೐やかで大ม੝り上がった．会場はドー
ムঢ়のਧきൈけ天Ҫやステージがある大ܕビ
ールԂであるが，そこで北海道・札幌らしく
ジンギスΧン料理をメインに，サッポロなら
͵キリンビールが୔山準備され，໿200名弱
の方に参加いただいた．࠙਌会では，まず札
幌大会実行委員長 ஛下పによる開会挨拶，
松田博貴 日本地質学会長の挨拶の後，ງޱ
݈雄 北海道大学大学Ӄ理学Ӄ副Ӄ長からདྷ
ෂのॕࣙをいただき，松田会長によるԻ಄で
ഋとなった．また，ன間の記念式యに都合ס
により出席が間に合わなかったたモンゴル地
質学会のTODBILEG会長からも一ݴご挨拶
を௖いた．その後，ジンギスΧン料理とビー
ルをҿみながら，しばし歓ஊとなった．࠙਌
会の後൒では目ۄのアトラクションとして，
テスクˍࡇ人による「よさこいソーラン」の
ԋ෣が൸࿐され，೐やかさがさらにώートア
ップして੝り上がりも最高ைに達した．会場
の参加者はビールย手にԋ෣をؑ賞した．し
ばしの歓ஊの後，最後に次回開催の山ޱ大会

実行委員長 ࿬田ߒ二会員から，第126年学術
大会（山ޱ大会）に向けてのご挨拶をいただ
きお開きとなった．
　本札幌大会࠙਌会では，普段いただくこと
が慣ྫのようになっている地元や地質業関係
企業などからの協賛金をいただくことなく，
よりコンύクトな会を目ࢦした．しかし，そ
れが理由で࠙਌会の食べ物が不଍するなどの
ことはなく，若手会員も「おෲいっͺい」と
ってもらえるほどຬ଍いく準備することがݴ
できたと考える．ジンギスΧン料理にภった
ところは多গ不ຬの要ૉもあったかもしれな
いが，北海道の食文化・食材の良さを存分に
ຯわって楽しんでいただけるものになった．
今回の࠙਌会を企画・実施するにあたり，設
Ӧを࢝め様々な点でご協力いただいた教員・
学生，近ـ日本πーリストの方々には，大ม
おੈ話になった．事務局の手ҧいなどでࢸら
͵点なども多々あったが，おかげさまでօ様
に楽しんでいただける࠙਌会を開催すること
ができた．参加された会員のօ様を࢝め関係
各所のօ様に深く感謝申し上げます．
　加えて，この࠙਌会が終わったཌ日の未明
に北海道胆振東部地震が起こり，札幌市をؚ
め北海道内の電源がࣦわれ，地質学会も中断
せざるを得なくなることを，参加者は૝૾も
していなかったとࢥいます．その直前の9月5
日໷のこのԅを，参加されたօ様が良きࢥい
出として記Աされることをئうものでありま
す．

（実行委員会担当　୔田　݈）

国際交流

本ࢽp.24参র．

༏लϙスλー৆（札幌）

　札幌大会では，237件のポスター発表の申
し込みがあったが，地震により2日目（6日）
はポスター発表のみ実施され，3日目（7日）

ࣸਅ（্から）：δンΪスΧンのԎʹෛ͚ͣ
೤͋ؾ;ΕΔ会৔．ྗ͍ڧԋ෣Ͱ会৔Λ੝Γ
্͛ͯ͘ΕͨΑ͍͜͞ιーϥン．
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125年年会ࣄه（札幌大会）
のプログラムは全て中止となった．各日8名
の৹査委員により৹査を行い，5ܭ件の優秀
ポスター賞を選出した．受賞者名，講ԋ名，
त賞理由は以下の通りである（ポスターの画
૾は本ࢽ表紙を参র）．

େձ�೔໨ʢ���ʣ
R16-P-4：深海性イシサンゴの無性生৩様式

とඍࡉ構造観察（ઍಙ明日߳・ಙ田༔
希・Gregory WEBB）

（講ධ）詳ࡉなデータの提ࣔをインύクトのあ
るμイφミックな഑置で提ࣔしてあり，
؆ܿで的を得た説明文でわかりやすい）

େձ�೔໨ʢ���ʣ
R7-P-1：ୠഅົ見山地域の北ୠ層܈に見いだ

された前期中新ੈの৳ுテクトニクスの
証拠（Ӌ地ढ़थ・山࿏　ರ）

（講ධ）各ਤにおいて要点を多数のデータで
明確にࣔしており，ਤの഑置も論理的で
わかりやすい．

R9-P-5：ట質۵ࡅ物の化学組成に基ͮくݹඐ
の後背地・化学風化度の෮元܈層ބഀ

（༿田野　希・٢田ل޹・଍立Ղ子）
（講ධ）౷一されたམち着いたレイアウトで，

重点をԡさえた説明と詳ࡉな後背地の෮
元のਤがࣔされており，理解しやすい．

R4-P-6：لҏ൒島中央部，三波઒−࢛ສेڥ
ք周ลのม形構造と被೤Թ度（ࢤଜါ
྄・ৗ൫఩໵・৿　޺・஛内　੣・᠅᠁
༎ҥ）

（講ධ）研究目的に対して多方面からの๛෋
なデータ（࿐಄，薄ยࣸਅ，೤データ）
の提ࣔが力強くなされており，説得力が
ある．

R4-P-5：لҏ൒島中央部のట質岩において検
出された೤構造と中央構造線との関係（山
Ԭ　݈・৿　޺・ウォリス　サイモン）

（講ධ）地質ਤおよび断面ਤをうまく利用して
೤構造データをࣔしている．また೤モデ
リングの説明部分とのόランスがよい．

େձ�೔໨ʢ���ʣ
プログラム中止

৹ࠪҕһ
，田५一࿠，上松佐知子，田ଜՅ೭ࠇ：9/5

ُ高正男，ઙ田ඒึ，山本正৳，保༄߁
一，中ᖒ　౒

9/6：山本由ݭ，൘木୓໵，੢田ঘ央，܂୩　
立，஛下޺ۍ，୔田　݈，ُඌ࢘ߒ，小
松ݪ७子

৹査委員長：஛内　੣
（各賞選考委員長　஛಺　੣）

খ͞ͳ&BSUI�4DJFOUJTUͷつどい
ʙ第1�ճখɼதɼߍߴੜెʮ地学ڀݚʯൃද会ʙ

　札幌大会は9月5日（水）〜̓日（金）の平
日開催が予定されており，ࣇಐ・生ెの参加

が೉しいことが予૝されていた．そのため，
今回の「小さなESのつどい」は，学会会場
における発表に加え，Ѫඤ大会で代ସા置と
して行ったデジタルポスター発表会という形
式を執ることを当初からܾめていた．
　北海道胆振東部地震のため，札幌大会3日
目に関連行事として予定されていた「小さな
ESのつどい」をؚめ，大会プログラムのす
べてが中止となった．悪天ީの中，今回の発
表会のために札幌入りしていた学校もあった
が，行事委員会や学会本部と協議の上，ૣい
段階で「小さなESのつどい」の学会会場で
の発表会は中止をܾ定し，デジタルポスター
発表会のみでの開催とした．
　デジタルポスター発表会の形式は，ࡢ年11
月のニュースࢽ記事（10-11ページ）をご覧
いただきたいが，֓要を記すと，2つの段階
に大きく分けられる．第1段階では，学会HP
内で各校のポスターをӾ覧し，理事の方々に
感૝やコメントを提出いただいた．第２段階
では，৹査委員による৹査であり，第１段階
で寄せられた感૝やコメントも参考に，৹査
を行った．最終的には，本行事を担当する地
学教育委員会が৹査結果を集ܭし，結果を発
表した．なお，৹査項目は，「研究の動機が
明確であり，問題点をはっきりととらえてい
るか」，「観察・実験からಋかれたデータを基
に，結論がಋかれているか」，「わかりやすい
ポスターとしてまとめられているか」の3つ
であり，それͧれ10点ຬ点でධՁする．
　৹査の結果，優秀賞は高得点をऔ得した上
位3件の発表にܾ定した．奨ྭ賞はྫ年「フ
ィールドϫークにࠜざした研究を行い，今後
の成果が期଴される発表」にत与しており，
今回は5件の発表にܾ定した．
　やむを得ない事情で，2年連ଓして学会会
場での発表会は中止となった．ࣇಐ・生ె
が，学会に参加する研究者・専໳Ոらと直઀
交流することは，小さな地球科学者たちの学
習意ཉ΁のよいࢗ激とྭみとなり，本企画の
大きなͶらいのͻとつでもある．特に，大学
Ӄ生レベルの研究者の存在は，高校生が近い
কདྷに目ࢦす自分たちの࢟であり，交流する
機会がなかったことはඇৗに࢒念である．す
べての発表に対して，後日参加賞とあわせて
デジタルポスター発表会に寄せられた感૝や
コメントを送付したが，次回以߱の発表会で
は直઀交流が出དྷることを期଴している．
　最後となりましたが，今回の行事に参加い
ただいた各校のօ様，またご多๩のところ৹
査にご協力いただいた理事のօ様に，あらた
めてྱޚ申し上げます．
ʲ༏ल৆��݅ʳ
ES-1：市立札幌૶岩高等学校フィールドサイ

エンス部「北海道༦ு地域の4000ສ年前
のݹ২生と཮上ݹ気ީ」

ES-10：東京学ܳ大学ෟ属高等学校「三Ӝ൒
島・三崎層に見られるࡼঢ়構造のཻ子഑
列についての考察」

ES-13：長野ݝ長野高等学校定時制科学探究
講座「発見ʂ長野高校直下のᎡۂ」

ʲ঑ྭ৆��݅ʳ
ES-3：北海道Ѵ઒੢高等学校理数科課題研究

地学൝「化石のタイムΧプセル「ϊジュ
ール」の形ঢ়解ੳ」

ES-4：ҨѪঁ子中学・高校 地学部「大৿඿
の海ਁ؛食と࠭のଯੵ2006-2018 イΧ؃
൘は࠶び出現したのか？」

ES-11：東京学ܳ大学ෟ属高等学校「૬模湾
北؛における現生有޸஬の分෍の特௃」

ES-14：ฌݝݿ立加ݹ઒東高等学校自然科学
部地学൝「๷災的観点で見る์置ため஑
利用法の提案」

ES-16：ฌݝݿ立੢࿬高等学校地学部（ණ൝）
「ྫྷ٫過程における୸ࢎ水と७水の気๐
のԹ度（第3報）ʕマグマの発๐の基ૅ
研究としてʕ」

ʲൃදࢀՃߍʳ
市立札幌૶岩高等学校フィールドサイエンス部
札幌日本大学高等学校
Ҩ Ѫঁ子中学校・高等学校（中学校地学部2 

件，高等学校地学部1件）
北海道Ѵ઒੢高等学校理数科課題研究地学൝
෱島ݝ立෱島高等学校
立ଠ田ঁ子高校理科研究部地学൝ݝഅ܈
ૣҴ田大学高等学Ӄ理科部地学൝
東京学ܳ大学ෟ属高等学校（2件）
東京都立ೆ多ຎ中等教育学校
長野ݝ長野高等学校定時制科学探究講座
ฌݝݿ立加ݹ઒東高等学校自然科学部地学൝
ฌݝݿ立੢࿬高等学校地学部（2件）
Ѫඤݝ立Ӊ和島東高等学校地学部（2件）
高校サイエンス部天文൝ཾۄ島ࣇࣛ
立天૲高等学校科学部ݝ本۽

（地学教育委員会　࣍ࡾಙ二）

८ɹɹݕ

ʲ८ݕ૯׆ʳ
　第125年学術大会（2018札幌）実行委員会
は，2016年11月には巡検コース案の検討を開
࢝した．北海道では2007年に札幌大会が開催
されており，そのときの巡検コースと内༰や
案内者があまり重なることが無いよう഑ྀす
ることとした．またࡢ今の大会における巡検
申し込みঢ়گをؑみ，日帰りのコースを多く
設定する方਑とした．2017年9月のѪඤ大会
での引͗ܧを౿まえて，2017年10月には2つ
のアウトリーチコースをؚむ全9コース（う
ち3コースは1泊2日，࢒り6コースは日帰り）
を実施することとし，行事委員会からঝ認さ
れた．2017年12月には巡検案内書ฤ集委員会
が発଍し，案内書は地質学ࢽࡶ第1246ר月号
からॱ次ࡌܝとなった．
　大会ウェブサイトが立ち上がるࠒには，各
コースからએ఻用のࢿ料を提供௖き，PPTに
とりまとめて関連学会の北海道ࢧ部などで周
知をはかった．それに合わせて，ඇ会員が巡
検のみに参加する場合の大会参加ొ࿥が不要
となるよう，行事委員会でܾ定がなされた

（定員をӽえる場合は，会員を優先すること
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を前提とした）．また഑෍用のチラシを学会
事務局に作成௖き，એ఻を行った．設定され
たコース自体の魅力に加え，様々な対ࡦがޭ
を૗したのか？申し込みはきわめてॱ調で，
最終的に定員૯数216名に対し176名の申し込
みがあった．4コースが定員に達し，そのう
ち2コースではٸᬎ定員を૿やすঢ়گとなっ
たほか，࢒り全てのコースも実施されること
となった．アウトリーチ巡検のみ最গ催行人
数にわずかにಧかないঢ়گがଓいたため，保
ಐの参加を૿やすためࣇ者の同൐が必要なޢ
に，札幌市内で開催された夏休みの小学生向
けイベントに出向いてએ఻を行うとともに，
小・中学生の参加費を1,000ԁにֹݮして募集
をܧଓすることで行事委員会の了ঝを得た．
　9月5日の大会直前に台風の上཮があり，北
大構内でもथ木が౗れるなどの被害があった
が，プレ巡検2コースは無事に実施された．
しかし，9月6日未明に発生した「平成30年北
海道胆振東部地震」の影響により，会期後൒
に予定していた巡検コースは࢒念ながら全て
中止することがܾまり，6日の16時にメール
等でアφウンスがなされた．また中止となっ
たコースについては，後日参加費を全ֹฦ金
した．
　各コース案内者，案内書の査ಡ者，ならび
にฤ集委員のօ様には，大ม๩しい中巡検の
実施に向け周到な準備・ご協力を௖いたこと
に，この場をおआりして感謝申し上げる．最
後に，日本地質学会行事委員会，日本地質学
会事務局のօ様ほか，ご協力௖いた関係者の
օ様に心からおྱ申し上げる．

（実行委員会巡検担当　઒্ݯଠ࿠）

(ίース
ઍౡւߔԊ؛ҬにおいてೝΊ
ΒΕる௒ڊ大地震௡೾ࠟ੻܈
ͱ޿Ҭ地֪มಈ෺

9月3日（月）〜 4日（火）実施
案内者：ࣣ山　ଠ，重野੟೭，石Ҫ正೭，石
౉一人，ழ۽थ人
参加者：ை崎 ᠳ一，はおݑ生，૬ݪൟت，
൧島　力，中山ढ़雄，߳઒　३，୩本޹男，
佐野Ү雄，深津ܙଠ，Ԭ田ཬಸ，ԣ田জ޺，

大島　࣏，஛内　ষ，஛内ඒ矢子

ʲҊ಺ऀͷใࠂʳ
　9月3日，定ޕࠁ前9時に中標津ۭߓに集合
し，ࠜࣨ方面に向けてόスは発ंした．この
巡検で最初に訪れたのはStop 1ࠜࣨ市੢୺部
のΨッΧラ඿海؛であった．ここには࣪ݪの
断面であるట୸層が波食されて࿐出してい
る．石Ҫと重野の案内で，この࿐಄におい
て，6層の׬新ੈテフラと過去4000年間に発
生した12層の津波ଯੵ物を観察していただい
た（ࣸਅ上）．
　13時に，風࿇ބに面した道のӺスϫン44Ͷ
むろにҠ動し，य़国ଲをோめながらன食をと
った．食後に，ழ۽が当地のҨ੻について解
説した．ࣣ山がʠࠜࣨ海ڦには，現在も活動
的なόリアーシステムが認められる．ʡと前
振りを行って，ޕ後の巡検を開࢝した．ޕ後
最初に風࿇ބ北東୺をڥする૸ݹ丹分࠭ذᅏ

（Stop 3）を訪れた．これらのԊ؛地形を特
௃ͮける分࠭ذᅏの૬ޓの分ذ関係とテフラ
との対比によって，分࠭ذᅏの地形発達史が
解ಡされ，このうち過去3回分の཭水につい
ては，௒ڊ大地震（17ੈܕل）に൐う数mオ
ーμーの広域地֪ม動が大きく寄与している
可能性を論じた．
　16時過͗にผ海ொ郷土ࢿ料館と加լՈ文書
館（Stop 4）を訪問した．参加者の多くは，
のྖݍ時代末期に野付൒島は日本の北方ށߐ
土を確定するために重要な໾割を࣋っていた
ことにڻいていたようであった．特に，石౉
氏の作成した野付通行԰੻Ҩ੻でのは͗とり
には，17ੈلの཭水ࠟ੻が明確にࣔされてお

り，関心を࣋たれたようである．18時過͗
に，中標津のホテルに到着した．
　9月4日，8時൒にホテルを出発した．最初
のStop 5ではඌଲপの最終ණ期のଯੵ物の࿐
಄を見学した（ࣸਅ下）．ここに࿐出するట
୸層が野付൒島のԭ合にも࿐出し，ここから
度々マンモス象のӓࣃが採औされていると解
説した．
　その後，野付൒島前୺部に向かい，現在の
࠭ᅏのଯੵ・৵食ঢ়گを確認して௖いた．
1.5cm/年௜んでいる࠭ᅏの面ੵは年々ॖ小し
ているが，その先୺部であるཽਆ崎は未だ地
形のม化がஶしい．ところが，௜߱している
はずのཽਆ崎には2mをӽえる඿అが2列存在
し，テフラと14C年代から，17ੈلと12/13ੈ
にོ起して཭水した証拠が見つかっていل
る．ここでは17ੈلに཭水した඿అを۷って
参加者に確認して௖いた．このことから，野
付൒島が௜みଓけている༁では無いことが分
かる．野付൒島ωイチャーセンターでのன食
後，石౉が野付൒島に分෍するҨ੻について
説明した．
ݹ，後からオンωニクルの৿に࿐出するޕ　
い࠭ᅏの断ยを見学した．গなくとも野付൒
島は4000年前には成立していたことが分かっ
ている．この分࠭ذᅏは時代と共に形ঢ়を大
きくมえながら，現在に到っているのであ
る．
　予定通り15時に野付൒島を出発し，16時過
͗に中標津ۭߓで解ࢄした．台風21号の影響
で，この時点では予定していた新ઍߓۭࡀ行
きのۭߤศの欠ߤの可能性がे分あったが，
定ࠁより1時間ほど஗れはしたものの，ۭߤ
ศは無事新ઍߓۭࡀに向けて飛び立った．

・ଠ・ॏ野੟೭・ੴҪਖ਼೭　ࢁࣣ）
ੴ౉一人・ழ۽थ人）

ʲࢀՃऀͷײ૝ʳ
　ࠜࣨ൒島と知চ൒島を結Ϳ海؛線に飛びだ
した野付൒島．「はてな」マークをཪฦし，
ԣに寝かしたົな形ঢ়をࣔす地形に以前より
ຯがあり，この見学会に参加した．学術大ڵ
会前の9月4〜5日に開催されたこの見学会，
後൒には天ީが่れ࢝めたが，全体に気࣋ち
のいいळ੖の中で行われた．初日はଠ平༸海

Hίース：集߹ࣸਅGίース：Stop 1ࠜ ．ΨοΧϥ඿Ͱの௡೾ଯੵ෺࿐಄の見学の༷子ࢢࣨ

Gίース：ࣸਅ2　Stop 5ඌଲপͰの最ऴණ
期のଯੵ෺の࿐಄見学．
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125年年会ࣄه（札幌大会）
を巡るコースで؛を2日目はオホーπク海؛
ある．
　初日，中標津ۭߓに集合，大ܕόスでೆ
下，ଠ平༸Ԋ؛のΨラッΧ඿に向かう．国道
からΨラッΧ඿΁は，国道で一୴大ܕόスを
߱り，ెาで๷風ྛ帯をൈけ，開けた海؛段
ٰに着く．2段の段ٰ面を下り末୺部のԊ؛
௿層࣪ݪをൈけると，࠭〜࠭᛽海؛にでる．
この海؛線にԊう比高2〜3mの֑線が今回の
第一࿐಄である．
　この࿐಄では，ట୸層とట୸層中の10数ຕ
の࠭層と6層の火山փ層が見られる．この࠭
層が津波ଯੵ物であるという．上部の࠭層に
は10ܘcmもあるԁ᛽がؚまれている．津波
により海؛᛽がӡび込まれたものであるとい
う．ట୸層中の火山փは，その噴出起源とそ
の噴出年代が明らかにされており，過去4000
年間の津波を起こしたイベントが正確にಡみ
औれる．上記のԁ᛽をڬむ࠭層は17ੈلのڊ
大津波を物語っているという．この࿐಄から
津波発生間ִは400〜500年よりは短いという
ことがಡみऔれる．数ઍ年前からの地震津波
を記࿥する実に見事な࿐಄に感心する．
　次にオホーπク海؛Ԋいにある風連ބに向
かう．ބの先に見える࠭ᅏでは立ちރれして
いるथ木があり，ゴーストフォレストとݺば
れている．ଌ地学的データによると，このあ
たり年間1cmもの地൫௜下が起きているとい
う．௜下により立ちރれが起きている．
　初日の最終はผ海ொの加լՈ文書館であ
る．平成10年，ळ田の加լՈからݹ文書がொ
に寄贈されたことを機にこの文書館ができた
という．ށߐ時代末期，野付൒島の一画に，
国後島の΁連絡ޱ，海࢈物の集ੵ地としての
֗が形成され（歓楽֗？もあったという），
՜Ҕ地場所੥負人としてアイψ語の通༁・຋
༁，アイψ語ࣙయをฤࢊした加լ԰఻ଂとい
う人物がいたことが記されている．ڻきのࢿ
料である．
　2日目は野付൒島の見学である．はじめに，
野付൒島付けࠜにあるඌଲপの海食֑࿐಄を
見学する．比高໿5mの࿐಄に，上位から下
位 に ຎ 周 火 山 փ 層（2ຕ：7.8〜15kyrBP），
シルト層，ట୸層（46kyrBP）がଯੵしてい
る． シ ル ト 層 中 に は ࢧ ᝇ 第 一 ߱ 下 ܰ 石

（41kyrBP）がڬまれており，この࿐಄下3̼
（ほぼ海面標高）には，120kyrBPの۶ࣼ࿏火
山փをࡌせる地層があるという．ଌ地学デー
タからは，このあたりは年間1.36cm௜߱して
いるという．これは，12ສ年間で1.632kmの
௜߱を意ຯする．۶ࣼ࿏火山փをࡌせるଯੵ
面（໿12ສ年前）が現標高にあるために，୯
७にࢉܭすると200年に1回程度の地震で2m
地൫ོ起させなければ説明できないことにな
る．ϋテφ？である．
　野付൒島は数列の࠭ᅏから形成されてい
る．外側の࠭ᅏほど新しく，࠭ᅏ間は࣪地が
発達している．野付൒島の先୺部（現ੈ࠭
ᅏ）までόスで行く．ここで前඿，όーム，
後඿，඿అの説明を受ける．඿అを۷るとす
͙に海඿࠭᛽層が現れた．後඿上ݶ高度

（BH）は໿1mである．次に二列目の࠭ᅏに
あるωイチャーセンタに向かう．ここにはセ
ンタʕ前にある津波避೉施設のݐ設時に採औ
された「ണ͗औり」標本が展ࣔされている．
この「ണ͗औり」標本には海඿࠭᛽の直上に
୬前a（AD1739），ۨϲַC2（AD1694）の
火山փがࡌっている．この地点でのBHは
1.9mという．さらに第三列の࠭ᅏの࿐಄に
Ҡ動，ここでは上記火山փと海඿᛽の間に，
0.76〜0.68kyrBPをࣔすట୸層がはさまれて
いる．ここでのBHは2.28mである．ݹい࠭ᅏ
ほど標高が高くなっていることがわかる．ଌ
地データによる௜下ྔを外ૠ入すると，第二
列の࠭ᅏは໿4m，第三列の࠭ᅏは໿95m程
度は௜߱していなければならないことにな
る．௜߱とོ起の関係，2番目のϋテφ？で
ある．
　今回の見学会は，私には感激とڻきの連ଓ
であった．最後に，現地での理解を深めるた
めのΧラー࡮り௥加ࢿ料の഑෍，事前のϋン
ドオーΨー۷࡟など，周到な準備をしていだ
いた案内者の方々，また，この見学会の強力
な助っ人として参加いただいた地元のωイチ
ャーΨイドのօ様には，Ҩ੻，エκの名をף
した૲Ֆ，オオタΧ，フクロウなど道東の๛
かな自然について話をฉかせていただいた．
ްくྱޚ申し上げる．

（中ࢁढ़雄）

)ίース
Ξ΢τϦーν८ݕ
֗தδΦࢄาJO�4BQQPSPʮ開
୓࣌࢖୅ͷ઒ʯ

9月4日（火）実施
案内者：ࡔٶলޗ・内山޾二・ࡩ間੩ߐ
参加者：14名

【Ҋ಺者ͷใࠂ】
　150年ほど前の明࣏のはじめ，北海道に開
୓使がおかれたころ，札幌本෎となるઔঢ়地
の一画にコトニ઒（アイψ語地名：Ԝ地の
઒）とݺばれるےزもの๛かな流れがありま
した．巡検では，そのうちサクシコトニ઒と
チェプンペッ઒のࠟ੻と人のӦみをたどりま
した．
　参加者14名，案内者3名の合17ܭ名，ޕ前
11時に北大૯合博物館前を出発しました．
 ・ サΫγίτχ઒（アイψ語地名：඿（๛平

઒）のほうを流れるコトニ઒）

　北大構内を流れるこの઒を，アイψの人た
ちに฿って下流から上流に向かいาきます．
流࿏にԊって࢒されたポイントόー（寄ऱ）
やメム（アイψ語：༙ઘ஑）のඍ地形をたど
り，中央ローンとݺばれるܜいの場が広いՏ
道や自然అ๷の࢒るՏ઒੻であることを観察
しました．参加者のお一人から，Տ؛の平ୱ
地にࡲ文時代（7〜13ੈࠒل）のҨ੻が࢒さ
れていることを解説していただきました．
　中央ローンのさらに上流は，開୓使時代の
初期，明࣏4年に造成された၌楽Ԃ（日本最
初の公Ԃ）に༙き出ていたメム੻にଓきます．
開୓使は，ここにࡪのሊ化場を作りました．
また，ਗ਼華௾とݺばれる和༸折஭のݐ造物

（明࣏13年ॡ޻）が保存されています．その
材には，札幌の近߫で採۷されたʠ札幌ೈݐ
石ʡやʠ札幌ߗ石ʡが使用されました．明࣏
13年に開設されたమ道をӽえて流࿏のࠟ੻を
ೆにたどると，自然地形を࢒すچҏ౻ُଠ࿠
ఛのメム੻にたどり着きました．၌楽Ԃやҏ
౻ఛのメムは札幌の都市化により，ত和26年
夏に一੪にᔾれたそうです．
 ・ νΣϓンϖο઒（アイψ語地名：ڕの入る

઒）
　北大構内のೆ੢側には೶学部の試験೶場が
広がっていますが，そこを分断して4ं線道
࿏（石山通）が通っています．この道࿏にࣼ
交して断ଓするۼ地と比高5m程度のٰྕ地
形が識ผされます．このۼ地がコトニ઒ࢧ流
のチェプンペッ઒のࠟ੻です．北大構内から
ઔঢ়地上流の北大২物Ԃにかけて，このݹ઒
のࠟ੻をたどりました．
　北大২物Ԃは，明࣏9年開校の札幌೶学校

（北大の前身）のෑ地で，自然地形が保存さ
れています．ここでは，Ԃ内のメムを源流と
してऄ行するチェプンペッ઒の流࿏੻をたど
り，さまざまなथ木をซせて観察しました．
周ลのݹ地ਤやԂ内のݹいࣸਅと現在のඍ地
形とを比較し，そのมભが実感できたとࢥい
ます．
　২物Ԃのメムはত和初期にރれ，かつて๛
かに水を୷えていた༓ఉބやͻょうたん஑，
Տ઒は小さな࣪ݪを࢒すばかりと化し，今は

「࣪生Ԃ」とݺばれる新しい風景が育ってい
ます．
　開୓使時代の઒をたどり，ݹい石ൾや石造
造物を巡る巡検は，予定時間を過͗て16時ݐ
൒に終了し，২物Ԃの正໳前で解ࢄしまし
た．今回の巡検で紹介しきれなかった多くの

ʠ見どころʡを࢒してしまったことは࢒念でHίース：๺大中ԝローンの઒の地ܗΛ見Δ

Hίース：੟੼ൾのؠੴΛ見Δ
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したが，参加していただいたօ様には「札幌
のݪ風景」を感じていただけたものとີかに
自負しています．

（಺޾ࢁ二・ࡔٶলޗ）

ʲऀ؍ࢀͷײ૝ʳ
1. ೴内Χムόックサーモンӡ動
　Χムόックサーモンӡ動とは，水質௿下に
よりࡪの૎上が్ઈえた๛平઒にࡪをݺび໭
すӡ動のことですが，今回は઒੻を見ながら
説明をฉき，ࢿ料にあるݹいࣸਅや地ਤを見
ながら೴内で在りし日の࢟を࠶現する過程の
໋名に使ってみました．あちこちにメムがあ
って，ࡪも手に入る土地．人にも۽にも᩵୔
な֗だったでしょう．現代の฻らし実感でき
るઔঢ়地らしさは高௿ࠩくらいで，教科書で
習ったઔ୺での༙水がੲはあったらしいこと
を開୓当時の޻場立地から࢕い知る程度で
す．ెาで周ったݶられた範囲に༙水のࠟ੻
がこんなに存在し，઒も一本ではなく，ちょ
っとした高まりをִててผな઒なんてʂ教え
ていただかないと૝૾すらできませんでし
た．サングラスの方が出ԋされている๭番組
ならば，アニメーション付きの解説がありそ
うですが現地ではそうはいかず，؟前のۼ地
をۭ૝で水຅させていました．論理的な૝૾
力を用いると，同じ場所でも見方が異なるも
のですͶ．これからも機会があれば，஁えて
いきたいです．
2. 得した気分の石
　誕生石がペリドットの私．だから誕生岩
は，かんらん岩ʂとউ手にܾめていました．
日高まで見に行きたいな͊とࢥっていたら，
なんと北大構内にかんらん岩の石ൾがあっ
て，心躍りました．きれいな྘৭．ああૉ
ఢ．マントルからようこそ地表΁，そして札
幌΁．βクロ石をؚむ石ൾにもうっとりしま
した．
3. さっΆろなんせき
　私にとって近所のۄͶ͗૔ݿに使われてい
る，ೃછみの石です．平Ծ名で書いたのは，

「ೈ石」の意ຯを知らない子供時代があった
からです．初めてࣈ׽で知った時の気࣋ち悪
さとݴったらԿともݴえませんでした．石に
ೈらかいの「ೈ」だなんて子供の理解を௒え
ました．札幌ߗ石の存在を知ったのは，大人
になってからです．石ってどこまでがೈらか
いというのでしょうか？札幌ೈ石を使ってい
るݐ物は，す͙にわかりますが，北大博物館
のす͙そばに700ສ年前に؏入した安山岩質
の岩石を基ૅに4ສ年前のࢧᝇ火ࡅ流をੵみ
上げた，私の૆฼と同い年のݐ造物があるこ
とは知りませんでした．ߗ石とೈ石をฒべて
観察できて，ここでもお得でした．
4. 名コンビ
　ܰշなトークと観察スポットで解説をฉか
せて下さった案内人のおかげで，ۤݎしくな
いง囲気で，時が経つのがあっという間でし
た．時間を感じたのは଍のർれだけです．ࢿ
料をಡみฦし，解説をࢥい出しては，ஸೡな
下準備に಄が下がります．ࡔٶさん，内山さ

ん本当にありがとうございました．
（札幌市　ؠଜګ子）

6"7࣮शϓϩάϥϜ

ແਓػۭߤΛར༻ͨ͠਺஋஍දϞ
σϧͷ࡞੒
9月4日（火）実施
講師：౉ᬑ達໵・山崎新ଠ࿠・三Ӝ　ཽ（北
見޻業大学大学Ӄ：アシスタント）
参加者：山本由ݭ・ؙ山　正・୩઒　࿱・٢
田߶࢘・২木஧正・੢઒由߳・大༑޾子・本
山　ޭ・ٶ崎༟子・חୌ޹信・金子　੣・౻
本޾雄・重松ل生・߳औ୓അ・北୔ढ़޾・ઍ
༿ ਸ

ʲࢣߨͷใࠂʳ
　2018年9月4日（火）に，UAV実習プログ
ラムを北海道大学理学部にて開催しました

（ࣸਅ1）．本実習プログラムは，近年ٸ଎に
普及しているUAVでऔ得した多数のۭࡱ画
૾を基に，高ਫ਼度の数஋地表モデルを作成す
る方法の習得を主な内༰とし，16名の方が受
講されました．受講者は大学・研究機関所属
の方を中心に，20代から70代までの෯広い年
ྸ層からご参加௖きました．
　実習ではまず，法的規制が年々ݫしくなっ
ているUAVのӡ用方法や，飛行トラブルを
避けるためのཹ意点を紹介した後，3次元モ
デルを作成するための効཰的なۭࡱ方法，モ
デル作成時のਫ਼度௿下を回避するためのۭࡱ
の޻夫点を紹介しました．ଓいて，Ӵ੕ଌ位
ٕ術の基本ݪ理に触れた後，近年ొ場した௿
Ձ֨・高ਫ਼度のӴ੕ଌ位モジュールを用いた
ଌ位実習を大学構内の೶場にて行いました．
高ਫ਼度の数஋地表モデルの作成には，現地で
のਫ਼ີなଌྔデータが欠かせないことから，
௿Ձ֨高ਫ਼度で位置データが得られる機ثに
多くの受講者が関心を࣋たれていました．ଌ
位実習では，ビニールシート上にඳかれたア
ルフΝベット文ࣈをなͧりながら連ଓ的にଌ
位データをऔ得してもらいました．ன食をڬ
んだ後，ଌ位実習でऔ得したデータを使用し
て，Ӵ੕ଌ位データ解ੳ用のオープンソース
プログラムRTKLIBの使用方法を学んでもら
いました．その後，予め用意した数ຕのۭࡱ
画૾を使用して，多視点ステレオࣸਅଌྔ用
解ੳソフトウェアPhotoScan（Agisoft社）で
の3次元モデル作成法を紹介しました．参加
者の中には，すでに研究でPhotoScanを利用
されていて解ੳに手慣れた方も数名おられま
した．基本的に解ੳは自動的にॲ理されます
が，3次元モデルに座標を定義させる作業は
手作業のため，その作業の޼੿で初心者と経
験者との間にモデルਫ਼度のࠩが出てしまった
ように見受けられました．最後の質ٙ応౴で
は，これまでのUAVۭࡱ経験で๊いていた
問題点や，今後の研究で利活用するためのٙ

問点に関して多くのご質問を௖き，૒方にと
って有意義な意見交換ができました．൒日の
短い実習時間にも関わらず，多くの内༰を੝
り込んでしまい，初めて解ੳを体験された方
にはごۤ࿑をかける場面もありましたが，今
後の研究・教育活動のお໾に立てていただけ
れば޾いです．

（北見޻業大学޻学部　౉ᬑୡ໵）

地質৘ใల

ʮ஍࣭৘ใల����๺ւಓʯதࢭใࠂ
ͱ

ʮ஍࣭৘ใల����๺ւಓʯ։࠵Ҋ಺

　2018年9月7日（金）〜9日（日）に札幌市
内で開催予定であった「地質情報展2018北海
道」は，開催前日の9月6日未明に発生した平
成30年北海道胆振東部地震の影響により，࢒
念ながら中止となりました．
　しかし，中止ܾ定後，後援機関や北海道在
ॅの一般の方々から「ผの機会に開催しない
のか？」，「楽しみにしていたのに࢒念」など
のコメントを多数いただいたことから，下記
の通り，この度վめて地質情報展を開催する
ӡびとなりました．

ʮ஍࣭৘ใల����๺ւಓʯ
開催日程：2019年3月29日（ۚ）～31日（日）
開催会場：会場：かでる2ŋ7（北海道立道民
活動センター）
主催：࢈業ٕ術૯合研究所 地質調査૯合セ
ンター・日本地質学会
共催：北海道立૯合研究機構 地質研究所
後援：経࢈ࡁ業ল北海道経࢈ࡁ業局ほか
අΛ֬อ͢ΔͨΊʹ，Ϋϥウドܦ࠵։，ࡏݱ
ϑΝンσΟンάʹ௅ઓ͓ͯ͠Γ·͢．ごࢧ援
のほど，どうͧよろしくおئいいたします．

ʲ北海道地震で中止となった「地質情報展」
を実現したいʂʳ
https://academist-cf.com/projects/89

（૯研　野々֞　進࢈）

ࣸਅ1　実श෩ܠ

，ԋ会ʰಈ͘大地の͘͠ΈΛ஌Γߨ民ࢢ
地਒・௡೾֐ࡂʹඋ͑Δʱ
2019年3月30日（౔）ʹಉ会৔（かͰΔ
2・�）Ͱ։࠵༧ఆͰ͢．
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　12月1日（土）から2日（日）の2日間，国
立研究開発法人࢈業ٕ術૯合研究所（以下，
で標記（つくば市ݝҵ৓）૯研）共用講ಊ࢈
の特ผ大会を開催した．開催にあたっては，
૯研地質調査૯合センターにご後援をいた࢈
だき，会場や機材等のご提供をいただいた．
参加者は，307名（会員262，ඇ会員45）であ
った．
　まず，札幌大会会期後に行ったٸۓ会員ア
ンέートで，多くの会員から代ସ大会の実施
と参加希望が寄せられたことを受け，執行理
事会で検討を重Ͷ実施時期および場所を確定
した．10月1日付で代ସ大会「つくば特ผ大
会」を実施する旨大会HP，geo-flash等でࠂ
知し，台風や地震等の影響により札幌大会で
発表できなかった方にݶり，講ԋ申込を募っ
た．講ԋ申込に際しては，特ผ大会での発表
希望，J-STAGEでの公開希望（見なし発表）
などについて，WEBフォームから回౴して
もらい，期日までに回౴のない場合は，「見
なし発表」として，J-STAGE上で講ԋ要旨
を公開することとした．結果，特ผ大会では
シンポジウムおよび一般発表180件（ޱ಄
121，ポスター 59）と，ٸۓ展ࣔ（ポスター）
3件の申込があった．ٸۓ展ࣔをআいて，講
ԋ番号，講ԋ要旨については札幌大会のもの
をそのまま౿ऻした．
　特ผシンポジウム「前進する北海道地֪構
造解明作業−テクトニクス研究の新たな展開
΁」は，ੈ話人にごਚ力をいただき，ほぼ札
幌での当初予定通りの講ԋ数であらためて開
催することができた．
　会場の設ӦとӡӦは，࢈૯研所内の会員の
方々にごਚ力いただき，コンύクトかつスム
ーズに大会準備・ӡӦが実施できた．
　また札幌大会で出展いただいた企業，団体
に࠶度ご連絡し，企業・団体展ࣔコーφー

（3件：メイジテクϊג式会社・ג式会社レア
ックス・日本地球۷࡟科学コンソーシアム

（J-DESC）/海༸研究開発機構（JAMSTEC））
を設け，書੶・物ൢについても，3件（ג式
会社朝૔書ళ・第࢛ل文ݙセンター・ג式会
社ニュートリϊ）のご出ళをいただき，大会
を੝り上げていただいた．
　短い準備期間にも関わらず，本特ผ大会開

催にあたりご協力いただいた࢈૯研の方々は
じめ関係各機関，࠶度ご参集いただいた参加
者のօ様のおӄで，無事札幌大会をิ׬する
ことができた．あらためてօ様に深くおྱ申
し上げます． 

行事委員会　委員長　Ԭ田　੣
特ผ大会実行委員会　委員長

౉෦๕夫・஛Լ　ప

日ɹɹఔ（つ͘͹）

　大会日程֓要は以下の通り．

��݄�೔ʢ౔ʣ
 ・ 一般発表（ޱ಄）9:00-18:00（࢈૯研共用

講ಊ）
 ・ 一般発表（ポスター）9:00-18:00（࢈૯研

共用講ಊ1階ホϫイエ）
展ࣔ（ポスターٸۓ ・  3件）9:00-18:00（࢈૯

研共用講ಊ1階）
 ・ 企業団体展ࣔ，書੶ൢച（9:00-18:00，࢈

૯研共用講ಊ2階）

��݄�೔ʢ೔ʣ
 ・ 一般発表（ޱ಄）9:00-18:00（࢈૯研共用

講ಊ）
 ・ 一般発表（ポスター）9:00-18:00（࢈૯研

共用講ಊ　ホϫイエ）
展ࣔ（ポスターٸۓ ・  3件）9:00-18:00（࢈૯

研共用講ಊ1階）
 ・ 企業団体展ࣔ，書੶ൢച（9:00-18:00，࢈

૯研共用講ಊ1階ホϫイエ）

42��ಛผγϯϙδ΢Ϝɹɹɹ��
લਐ͢る๺ւಓ地֪ߏ଄ղ໌ۀ࡞
ʕςクτχクスڀݚͷ৽ͨͳల開΁ʕ

ੈ話人：在田一ଇ・஛下 ప・佐౻比࿊ࢤ・
ԣҪ　ޛ・ҏ౻୩生

北海道の地質は，1876（明࣏9）年5月10日発

行の開୓使おޏい外国人ٕ師B.S.Lymanほか
による200ສ分の1地質ਤʰ日本՜Ҕ地質要ུ
೭ਤʱ以དྷ，関係機関および大学により๲大
な調査・研究がなされ，その成果はほぼ全道
をΧόーする໿277ຕの5ສ分の1地質ਤ෯と

ʰ北海道の地質と構造ӡ動 （ɦ1986年，地団研
専報31），h 日本の地質1北海道地方 （ɦ北海道
地方ฤ集委員会ฤ，1990），およびʰ日本地
方地質ࢽ 北海道地方 （ɦ日本地質学会ฤ，
2010）などに集໿されている．一方，重力探
査，電࣓探査，各छ地震探査などの地球物理
学的調査も活発に行われており，特に1990年
代以߱は᜚ີな自然地震観ଌ໢による地震ト
モグラフィーのほか൓ࣹ法地震探査などによ
る広域的な地֪構造探査が進展している．地
֪構造を考えるとき，地質学と地球物理学と
の協ಇ作業は不可欠である．
　本シンポジウムでは，近年の企業による石
油・天然Ψス探鉱や大学関係による地֪構造
探査を目的とした۶折法・൓ࣹ法地震探査の
プロフΝイルを結合し道東から日本海Ԋ؛に
る北海道ԣ断全長໿400kmのトランセクトࢸ
を作成するのをܖ機として，各छ地球物理学
的手法による地֪構造探査の成果を発表して
いただき，地֪構造形成過程からアクティ
ブ・テクトニクスにࢸるまでの全体૾を議論
し，北海道ならびに周ลのプレート枠組，さ
らには地質構造の࠶検討にࢿすることを目的
とした．
　講ԋ者名（ච಄講ԋ者のみ）と講ԋタイト
ルは以下で通りである．各講ԋとも観ଌ機ث
やデータ解ੳٕ術の進าにより解૾度のվળ
された大ྔのデータとそれによる地֪構造の
解ऍが൸࿐された．一方では，手法による結
果のҧいもڵຯ深いものであった．そのよう
な場合，一定のଋറ৚件を提供することが地
質学の໾割であろうとࢥわれた．また，構造
発達史から૝定される深部構造モデルをੵۃ
的に提案することも地質学に課せられた課題
であることが௧感された．いささかཉுり੝
りだくさんであったため，各講ԋの時間が不
଍であった．
ᶃ 佐౻比࿊ࢤ（東京大学地震研究所）ほか2

名：北海道地֪構造解明の意義と課題
ᶄ 佐౻比࿊ࢤ（東京大学地震研究所）ほか12

日本地質学会第125年学術大会（つ͘͹ಛผ大会）ใࠂ
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名：北海道トランセクト：ઍ島ހ前ހ−日
高িಥ帯−日本海ຍ

ᶅ 石山達໵（東京大学地震研究所）ほか3名：
൓ࣹ法地震探査から明らかになった北海道
中࣠部における活構造の特௃

ᶆ 岩崎貴࠸（東京大学地震研究所）ほか2名：
北海道日高িಥ帯及びその周ลの地震学的
構造−制ޚ震源データ・自然地震データ解
ੳの成果と未解ܾの問題−

ᶇ ଜҪ๕夫（北海道大学地震火山研究観ଌセ
ンター）ほか3名：海ఈ地震観ଌからわか
った北海道ೆ部の島ހ−島ހিಥ帯からଠ
平༸プレート௜み込み帯前ހ域の地震活動
と地下構造

ᶈ ڮ本෢ࢤ（北海道大学地震火山研究観ଌセ
ンター）ほか1名：MT法探査からみた北
海道の地下比఍߅構造

ᶉ 山本明彦（Ѫඤ大学）：重力異ৗからみた
北海道の地֪構造

ᶊ 佐౻ ૖（海༸研究開発機構）ほか2名：地
震探査による北海道ԭ日本海の地֪構造

ᶋ ஥੢理子（海༸研究開発機構）：ઍ島海ߔ
−島ހの地֪構造とオホーπク海の構造研
究の現ঢ়

ᶌ 安౻ण男（ҵ৓大学理学部）：サϋリン〜
北海道中࣠部〜三཮−ৗ൬ԭの地質学的連
ଓ性：՜Ҕଯੵຍのനѥݹ−ܥ第三ܥ

ᶍ 大౻　ໜ（෋山大学理޻学研究部）ほか3
名：ۃ東ロシアと北海道੢൒部の地体区
分：前期നѥހل−海ܥߔの複列分෍

ᶎ ԣҪ　ޛ（石油ࢿ源開発ג式会社）：北海
道における石油探鉱とテクトニクス解明΁
のݙߩ

ᶏ 在田一ଇ（北海道૯合地質学研究センタ
ー）ほか2名：北海道地֪構造解明研究の
前進と地質学の新たな課題

　なお，上記のڮ本෢ࢤ氏ほかと山本明彦氏
の講ԋは，札幌大会では予定されていたが，
つくば特ผ大会では出席の都合がつかず中止
となった．

（田一ଇࡏ）

༏लϙスλー৆（つ͘͹）

　つくば特ผ大会では62件のポスター発表
（一般59，ٸۓ展ࣔ3）の申込があり，各日
6-7名の৹査委員により৹査を行い，3ܭ件の
優秀ポスター賞を選出した．受賞者名，講ԋ
名，त賞理由は以下の通りである（ポスター
の画૾は本ࢽ表紙を参র）．

ͭ͘͹ಛผେ会�೔໨ʢ����ʣ
R3-P-6：三୐島周ล海域の海ఈ༹岩流の形ଶ

的特௃（౻ר三थ雄・ࡔ本　ઘ・石௩　
࣏・佐౻໋ࢿ）

（講ධ）཮上と海ఈの地質ਤをӄ影を使用し
ながらインύクトのあるਤをࣔしてお
り，魅力的である．

R10-P-4：新ׁݝ੨海に࢈する中部石୸ܥ海
山ܕ石փ岩の୸ૉ・ࢎૉ同位体組成の研
究（田中良थ・サティッシュ　クマー
ル）

（講ධ）同位体データを中心としてわかりや
すいਤを効཰的に഑置している．説明文
も理解しやすい．

ͭ͘͹ಛผେ会�೔໨ʢ����ʣ
R1-P-7：北部۝भ，ईַર྘岩体の岩૬ม化

とその特௃（ߐ島ܓ༞・大和田正明・ُ
Ҫ३ࢤ）

（講ධ）研究の流れをࣔす؆ܿ明շなਤと議
論に必要な詳ࡉなデータの഑置をわけて
いるため，効཰的なレイアウトになって
いる．

৹ࠪҕһ
12/1（土）୔田　݈，保༄߁一，道ྛࠀఓ，
山ߞޱ生，山࿏　ರ，౉部๕夫，஛内　੣，
Ԭ田　੣
12/2（日）石ڮ　ོ，大౻　ໜ，小松ݪ७
子，佐々木和彦，੕　博޾，松田博貴
৹査委員長：஛内　੣

（各賞選考委員長　஛಺　੣）

第125年学術大会（札幌ɾつ͘͹ڞ௨）ɿ
౳ͷऔΓѻいについてࢫԋཁߨ

　札幌大会で発表できなかった方を対象にし，つくば特ผ大会での発表希望もؚめ
て下記いずれかを選択・回౴するよう希望確認をおこなった．期日までに回౴のな
い場合は，「見なし発表」として，J-STAGE上で講ԋ要旨を公開することとした．
なお，札幌大会で発表はされた講ԋは，１）に֘当する．

１）通ৗ発表：
　　つくば特ผ大会で発表
２）見なし発表：

つくば特ผ大会では発表しないが，講ԋ要旨に対するஶ者のプライオリティ保
の見地からJ-STAGEに公開し，引用可能とする．ただし，実際の大会においޢ
ては専໳Ոによる議論には供されていないので公開画面に「自然災害により講
ԋ中止」との文ݴを明記する．

３）講ԋキャンセル：
通ৗの「講ԋキャンセル」と同様．J-STAGEには公開しない．講ԋ要旨は引用
不可．次年度以߱の当会もしくは他の学術大会での発表が可能．
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　この度は私がܞわってきた「多元ૉ同位体比分ੳをۦ使した
，解ಡ研究」に対して小ᖒّ明賞をいただきڥ環ݹ生代後期のݪ
大มޫӫなことと深くتんでおります．この賞に推નしてくだ
さったࠇ田५一࿠先生・ੁপ༔介先生をはじめとする環ڥม動
史部会のօ様，これまで様々なことでおੈ話になった先生方，
先ഐ方，共同研究者の方々にこの場をआりて深くおྱを申し上
げたいとࢥいます．੣にありがとうございました．
　まずは私のུ歴を紹介させていただきたいとࢥいます．私は
2005年に東京޻業大学地球࿭੕科学科のؙ山ໜಙ・ኍ੉ܟ研究
ࣨに所属し，その後も同先生の下で大学Ӄ生活を送り，2011年
に博࢜課程をम了しました．当時ؙ山先生の研究ࣨではԣ࣠46
ԯ年研究と特異点研究という二つの大きな研究が૸っており，
私は後者の研究の一୺を担っておりました．この時の特異点研
究は໿6ԯ年前の「多ࡉ๔動物誕生時」のݹ環ڥを高解૾度で
ಡみ解くことを目ࢦしており，後ड़しますようにೆ中国で཮上
によって採औした岩石試料からค末試料を作成しては日々࡟۷
化学分ੳを行っておりました．ؙ山先生には研究の大きな方向
性をࣔしていただき，またセミφーや合宿での議論を通して多
くのເを語っていただきました．このؙ山先生の࢟੎は今日に
るまで私の模範でありଓけております．また，当時助手であࢸ
った（2007年より।教तになられた）小ٶ߶先生には研究਱行
上の様々な実質的なごࢦಋをいただき，現在にࢸるまで研究費
の面もؚめてサポートしていただいております．
　博࢜号औ得後は2011年4月から1年間，海༸研究開発機構のླ
木উ彦研究員のもとに学振PDとして在੶し，ೆ中国で採औし

た۷࡟試料を用いてOs同位
体比ଌ定を通じた年代ଌ定
とݹ環ڥ解ಡ研究を行って
いました．その後2012年4
月に東京޻業大学・地球࿭
੕科学専߈にて助教として
採用いただき，࠶びؙ山先
生のもとで研究を開࢝しま
した．ؙ山先生の学生は毎
年異なる研究テーマを࣋っ
ていて，これにܞわる自分としては専໳外の論文をಡむことに
だいͿۤ࿑しましたが，今となってはこの事が自身の研究の෯
を広げることにܨがったとࢥいます．2017年2月には現৬であ
る東大ۨ場・૯合文化研究科に助教として異動し，磯崎行雄先
生や小ٶ߶先生の研究ࣨのօ様と共に研究活動にଧち込んでお
ります．
　今回の受賞に際して自身の研究生活を振りฦってみると，私
は同ੈ代の研究者に比べてかなりܙまれた立場にあった事を࠶
認識しました．まず，私は多くの海外での地質調査に連れてい
っていただきました．小ٶ先生には中国，スϰΝールόルॾ島，
ロシア・アルタイ地域，オーストラリア，Χφμ・ラブラドル
地域での地質調査に参加させていただきました．また，手ଓき
自体は自分で行いましたが，英国やアイルランド，ジンόブエ
共和国，ೆアフリΧ共和国や，ΨϘン共和国などでの地質調査
に関してもؙ山先生から金銭的なサポートをいただきました．
ؙ山先生には࿓下で会うたびに「܅はいろんなものを見て，物
事を၆ᛌ的に見れるようにならないといけない」と激ྭいただ
き，様々な地域の様々な時代の岩石を見ることで，自分のѻっ
ている໿6ԯ年前の岩石の位置付けをৗに意識するようになり
ました．機ث分ੳに関しても，私が学生当時東京޻業大学にて
।教तでおられた平田ַ史先生（現在は東京大学に異動）の研
究設備を使用させていただき，後ड़する大ྔの分ੳデータを出
すことができました．海外での貴重な経験を数多くさせていた
だき，分ੳに関して不自由ない環ڥに身をおけたことがඇৗに
．ӡでありました޾

ಉҐମൺଌఆΛ௨͡たݪੜ代ظޙͷڥ؀ݹղಡڀݚ
　地球史研究においては化石記࿥がม化する時代が主要な研究
対象となり，そのڵຯの対象は生物をऔりרくݹ環ڥを地質記
࿥からಡみ解くことにあります．地球史におけるݪ生代後期は2
度の全球ౚ結によって特௃付けられ，詳ࡉな化石の研究から後
生動物をؚむ多ࡉ๔な֨ࠎߗ生物がݪ生代後期から初期Χンブ
リアل（໿7〜5ԯ年前）にかけて段階的に大ܕ化・多様化した
事が知られています（ਤ1）．その中でも特にエディアΧラ6.3）ل
〜5.4ԯ年前）の地層から多छの多ࡉ๔動物化石の初出が報ࠂさ
れています．このような生໋の進化には海༸組成などのݻ体地
球ม動との関連が予૝され，多くの研究者が同位体比ଌ定など
に基ͮく地球化学的手法からݹ環ڥม化の解明を試みてきまし
た．過去の生物活動を見ੵもるのに良く使われる୸ࢎԘ୸ૉ同ਤ2

ਤ1

ଟݩૉಉҐମൺ෼ੳΛݪͨ͠࢖ۦੜ୅ظޙͷڥ؀ݹղಡڀݚ
� 日本地質学会খᖒّ໌৆

ᖒ໦༎հ（౦ژ大学૯߹จԽڀݚՊ）

札幌大会ɿ
201�年ड৆ه೦ߨԋ

2018年度日本地質学会各賞の受賞記念講ԋ・スピーチ（2018年9月5日　ԙ北
海道大学 高等教育推進機構　講ಊ）の内༰をもとに各講ԋ者のօ様にߘݪを
ご執චいただきました．
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位体比（Ў13Ccarb）を見ると，ݪ生代後期にはඇৗに大きなม動
が複数見られ，中でもShuramม動とݺばれる地球史上最大の୸
ૉ同位体比ม動がエディアΧラلの地層に見られます（ਤ1）．
これにݶらず，この時代に起きた現象を明らかにしようと様々
な地域の岩石から多様な同位体比ଌ定が先行研究によって報ࠂ
されてきました．しかしこれら異なる地域から得られたデータ
のฤࢊに基ͮくݹ環ڥ推定には，زつか問題点があります．一
般にݪ生代の地層はઈ対年代や生層ংに基ͮく年代制໿に๡し
く，ある岩石がいつଯੵしたかはஶ者の主観による所も大きく，
このような異なる地域からのコンύイルではݸ々の化学ࢦ標間
の本当の前後関係や同時性は議論する事ができないといったঢ়
々のデݸにありました．また，データが大ྔ化するにつれてگ
ータに対するۛຯがܰ視され，風化などのଯੵ後のม質作用の
影響の見ੵもり方に౷一的な見解もありませんでした．

ૉಉҐମൺ෼ੳݩྉΛ༻͍たଟࢼ࡟۷
　前ड़の問題を解ফするため，エディアΧラلの化石を地層中
に๛෋にؚむೆ中国内にて཮上۷࡟によって分ੳに用いる岩石
を採औし，同じ岩石から多छの同位体比ଌ定を行いました．۷
によって得られる岩石試料はগなくとも地表における風化や࡟
全連ଓであるためにcm間ִの៛ີさで׬，化の影響がなくࢎ
分ੳ点を得る事が可能です．三ڦとݺばれる地域の۷࡟試料か
らค末試料を作成し，SrやCa同位体比をؚむ多छの同位体比
ଌ定を行いました．
　Sr同位体比について学生時代のۤ࿑話を紹介したいとࢥいま
す．新઱な୸ࢎԘ岩のCaを置換しているSrの87Sr/86Sr比をଌ定
することにより，大ࡶ೺にݴうといつの時代にどれくらい大཮
が࡟られていたかが議論可能です．大཮࡟ണは海༸に対する生
໋必須元ૉの最大の供څ源であって，ݻ体地球ม動と生໋活動
を結び付けるうえでඇৗに有用なデータとなります．म࢜課程
の学生だった私はԿも考えずにたくさんの試料の87Sr/86Sr比を
ଌ定しଓけました．ଌ定試料のSr同位体比は0.705から0.730く
らいの෯広い஋をऔりました（ਤ2a, b）．しかし，海水のSr同
位体比は地球史を通じて，このਤ2cのഁ線のように0.710よりも
௿い஋の中をม動するとされていたので，私のデータはそこか
らはずれるものばかりでした．よくよく先行研究（ਤ2c）を見
ฦすと，ഁ線は数あるデータの一番௿い஋を͗ܨ合わせたもの
で，このコンύイル自体には問題があるとࢥいますが，このਤ
がݴっている事はSr同位体比はଯੵ後のม質に弱く，஋がଯੵ
時よりも上ঢしやすい傾向がある，という事です．自分のデー
タを見ฦしてみると，87Sr/86Sr比が௿く，初生的ʡのようにࢥ
えるʡ஋を出す試料は岩石中のMnೱ度，Rbೱ度が௿い傾向が
あります（ਤ2a, b）．このような傾向がある事は知られていま
したが，これが必ずしも適用されない場合もあります．ྫえば

一番高い同位体比を出す試料は，Mnೱ度，Rbೱ度どちらもそ
れほど高くはありません（ਤ2a,b）．その岩石の薄ยࣸਅを見
てみると（ਤ2d），ૈཻな୸ࢎԘ鉱物が一方向にԆびていて，
ଯੵ性のミクライト質な୸ࢎԘ岩とは異なります．ม質の過程
は多様であって，一֓にあるࢦ標でධՁできない場合の方が多
いです．たくさんやって学んだ教܇は，できるだけ新઱な岩石
を初めから使って，Sr同位体比ଌ定にࢸる前に様々なࢦ標を使
ってスクリーニングをして，たくさんの試料の中から最良なも
ののみを選定してଌ定した方が良いという事です．
　この教܇を得た後，三ڦ地域の۷࡟試料から600ݸ以上のค末
試料を作成し，元ૉೱ度ଌ定やݦඍڸ観察を経たのち，ݫ選し
た試料についてのみSr同位体比ଌ定をしました．その結果，Sr
同位体比は0.710以下の஋ばかりになり，Sr同位体比が連ଓ的に
ભҠする様子が見えるようになりました（ਤ3ࠨ）．同一の۷࡟
試料を用いて共同研究者がଌ定した୸ૉ，ེԫ同位体比につい
ても同様に各同位体比が連ଓ的にભҠする様子が確認されまし
た．結局۷࡟試料を使って大ྔ分ੳを行い，時間解૾度をあげ
た結果，これまでの研究（ਤ3ӈ）とデータとしてมわった事は
2つあります．まずݸ々のࢦ標の中でのม動がより઱明になって，
エディアΧラلの中には各ࢦ標の中に複数回のม動がؚまれる
事が明らかになりました．しかも各ࢦ標間の間には明確な関連
が見てऔれるようになりました（ਤ3中，矢ҹ）．ྫえば，୸ૉ
同位体比が下がる時は，Sr同位体比が高くなり，ེԫ同位体比
がそのগし前に下がり࢝めます．これらの私たちの新たな結果
から新しく明らかになってきた事を次段མにて紹介します．
　一般にݦ生代（5.4ԯ年前〜現在）は地球史を通じて最も大཮
風化が活発な時期とされています（ਤ2c）．しかし，私どもの
分ੳ結果は，エディアΧラلの方がSr同位体比が高く（ਤ2c, 
3），生໋に必須なӫཆԘの最大の供څ源である大཮風化はエデ
ィアΧラلに最大となり，この事がこの時代のٸ激な生໋進化
の土台となったと考えられます．またݦ生代の研究などでは一
般的にЎ13Ccarbの負異ৗは生物活動のݮগと解ऍされます．し
かし，エディアΧラلのЎ13Ccarb負異ৗはSr同位体比が高いと
き，つまり大཮風化が強い時期であり，もうগしݴうとӫཆԘ
が๛෋に供څされて生物活動が活発そうな時期に対応していま
す．ེԫの同位体比も組み合わせてこの時期に起こった事を推
ଌします（ਤ4）．エディアΧラلの海༸はܰい୸ૉ同位体比を
࣋った有機物が海༸に多ྔに浮༡していたと考えられていま
す．大཮風化が୎ӽしてଯੵ岩が૿えると有機物がଯੵ岩中に
औり込まれてࢎ࠶化されなくなり，ࢎૉೱ度やེࢎೱ度が上ঢ
します．これがེԫ同位体比のݮগとして記࿥されます．ེࢎ
などのࢎ化ࡎの૿加や大཮からのӫཆԘ供څによってඍ生物に
よる有機物の分解が活発に進むと，ܰい同位体比を࣋った୸ૉ
が海に์出されて，これによってЎ13Ccarbに負異ৗが作られま

ਤ3 ਤ4
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す．これらはいずれも後生動物誕生期の生໋（化石，Ў13Ccarb）
と地球（Sr，ེԫ同位体比）の共進化を࣋ࢧするものであり，
このようにݸ々の同位体比からಠ自に推ଌされる現象を関連付
けて説明できるようになったのは۷࡟試料を用いた高解૾度な
多元ૉ分ੳによってデータを得たからであると考えています．

にޙ࠷
解ಡ研究においてある2つの事象が同時である事が分かڥ環ݹ
ると，私たち研究者はその間にもっともらしいҼ果関係を考え
てその事象を結びつけますが，本当にҼ果関係があるのかは定

かではありません．また，分ੳ機ثの性能が向上し，多छの大
ྔのデータにあ;れる現代の地球科学において，論理的背景の
ない経験主義に基ͮく化学ࢦ標がԣ行したり，話題性先行の主
ுがなされたりといった事が多々見受けられるようになりまし
た．日ৗ生活同様，ॲ理しきれないほどの多くの情報に振り回
されがちな現代の地球科学業քにおいて，自分が知りたいこと
に対して確かなઓུを立ててऔり組み，ৗに物事の本質を見ࣦ
わないようにしたいとࢥいます．今回௖きました小ᖒّ明賞を
ྭみに今後より一層研究活動にଧち込み，地質学会の発展にߩ
．いますࢥし，また後進の育成にᬏ進していきたいとݙ

͸͡Ίに
　このたびはࡤ山խଇ賞というӫ༪ある賞をいただき੣にあり
がとうございました．これまでおੈ話になりました先生方，ݸ
性的で優秀な先ഐ・後ഐ・共同研究者のみなさん，にྱޚ申し
上げます．私の研究内༰は，௜み込み帯内部のプロセスを高ѹ
ม成岩や付加体岩石の観察からಡみ解くことです．௜み込み帯
というのは深部でもྫྷたい場所であるため，実際に起こってい
る鉱物൓応や平ߧঢ়ଶを実験ࣨのタイムスέールで࠶現できな
い問題があります．だからこそ天然のデータ，フィールドにࠜ
ࠩした岩石学が重要になると考えています．今回は自ݾ紹介と
して，三つの時期の話をします．子供のࠒに鉱物にڵຯを࣋っ
たのがこの道に進むきっかけでした．それから名ݹ԰大学理学
部に入学し，岩鉱研究ࣨに഑属後は学位をとるまで，エクロジ
ャイトの研究をしました．その後，࢈૯研にҠり，高知ݝ北部

「本山」地域の地質ਤ෯作成を通してフィールドの重要性を࠶
認識するとともに，௜み込み帯の岩石を෯広く研究対象にする
ようになりました． 

ڀݚͷ߭෺ࠒͷڙࢠ
　༮ஓԂ年長〜小学生௿学年のࠒに៉ྷな（今見るとそれほど

でもない）大理石やਤ書館
でਤؑ（ݪ৭鉱石ਤؑ，ଓ
৭鉱石ਤؑ）をみて鉱物ݪ
にڵຯを࣋ちました．また
子供のころに大きな影響を
受けた人物として，ੈք的
鉱物コレクターのࡩҪێ一
先生がおられました．ࡩҪ
先生が๢くなる前の2年間
ほど，私が9〜10ࡀのころ，
多くの鉱物標本や毎回ศᝦ6-8ຕに及Ϳ分ްい手紙をもらい，
鉱物の知識や観察؟をཆうことができました．また，鉱物に心
ͻかれたのは結থのඒしさという点が大きく，面角ଌ定ثを自
作し実体ݦඍڸに組み合わせて৭々な鉱物の結থ形ଶを調べま
した．ਤ1はබ木ペグマタイトのܬ石を調べたྫですが，最初
に8面体，その後থಎのԹ度が下がって複ࡶな面をもった結থ
がオーόーグロースしています．8面体結থは希土類をؚみࢵ
外線でޫܬするため，ඍྔ元ૉもথ૬ม化に関係しているかも
しれません．おぼろげながら結থ形ଶが形成৚件を൓өしてい
ることを知り，面നいとࢥっていました．またඒしいものは過

௜ΈࠐΈଳม੒࡞༻ͷ͕޿Γͷ௥ڀ
� 日本地質学会ࡤ山խଇ৆

ԕ౻ढ़༞（ౡࠜ大学૯߹ཧ޻学෦）

ਤ1 ਤ2
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不଍のないਤで表現されなければいけない，という信念を࣋つ
きっかけになりました． 

ڀݚ԰େ学ͰͷΤΫϩδϟΠτݹ໊
　その後，名ݹ԰大学理学部に入学しました．3年後期に研究
ࣨ഑属があり，岩鉱研究ࣨに進み，それから6年間同じ研究ࣨ
でおੈ話になりました．当時はࢦಋ教׭のサイモン・ウォリス
先生とӿฒ正थ先生が教員としておられました．研究ࣨ഑属さ
れて最初にθミで英語論文紹介があり，ローソン石エクロジャ
イトの論文をಡみました．௜み込み帯深部΁水やඍྔ元ૉをӡ
Ϳローソン石の面നさや௿Թで高ѹなੈքに魅せられ，高ѹม
成岩のੈքを究めたいとࢥいました．ଔ論ではエクロジャイト
のLu-Hf年代の解ऍという，とっておきのテーマをウォリス先
生からもらいました．Lu-Hf法はざくろ石の結থ化年代を高ਫ਼
度にܾ定できるメリットがあります．三波઒エクロジャイトは
なͥか116Maくらいのݹいものと໿90Maの新しいものがあり
ました．ଔ論の段階でݹい年代はざくろ石のコアを൓өしてい
ると分かりました．三波઒エクロジャイトには二タイプありま
す．ޒ良津岩体など，ૈཻな岩体の中に࢈するものと，その周
囲のエクロジャイト質ย岩があって，ݹい年代が出るのはૈཻ
の岩体だけでした．ݹい年代の解ऍをٻめ，大学Ӄ進学後に੢
ܥ良津岩体でフィールド調査を࢝めました．関઒から੺石山ޒ
ྏ線Ԋいの標高ࠩ1000mをొると，日帰り調査では岩体中心部
に౿み込めないので，πェルトで1_2泊ビόークする気ままな
調査を࢝めました．ྏ線付近は本当にݥしく，ඌࠜにഝい上が
るまで生きた心地がしなかったが，調査ొ山にはまっていまし
た．フィールドデータはとるが，リュックに大ϋンマー，寝ା
と数日分の水食ྐを入れて体力がない自分の体を࣋ち上げるこ
とを考えると，࣋ち帰るサンプルは数ݸにཹめます．࣋ち帰っ
た石は，いけるとࢥったら石なら20ຕくらい薄ยを作って，ప
ఈ的に組৫観察しました．そうするうちに，岩石組৫にはフェ
イクがものすごく多く，解ऍはとにかく৻重に，ٙってかから
ないといけないことに気ͮかされました．それでも確からしい
ことは，ざくろ石は二段階成長していて，コアにだけ௿ѹをࢦ
標するࣼ長石，リムにだけエクロジャイト૬をࢦ標するオンフ
Νスً石，のインクルージョンがあるということです（ਤ2）．
それで，エクロジャイトม成の前に，ผのม成作用があること
を確信し，あとは岩石学的手法をۦ使して定ྔ的にP-Tύスを
ඳきました．また地質Թ度ѹ力ܭやシュードセクション法など，
解ੳ手法に関しては，ݪ理とݶքをわきまえて効果的に利用す
ることが重要です．結果としては，エクロジャイトม成の前に，
高Թ௜み込みからよりྫྷたい௜み込み΁のҠ行をࣔす，൓時ܭ
回りP-Tཤ歴があり，その年代がݹい年代に対応していて，前
期നѥ117لMaࠒに௜み込み開࢝イベントがあったと考えまし
た．この考えは今でも間ҧっていないとࢥっており，より多く
の地質学的証拠をそろえて三波઒௜み込み帯創成期のテクトニ
クスをより詳ࡉに明らかにしたいと考えています． 

෇Ճମͷ௿Թม੒࡞༻ͷڀݚ
　ウォリス先生のࢦಋの下，三波઒帯とグΝテマラのエクロジ
ャイトの比較研究で学位をとり，フィールドにࠜࠩした௜み込
み帯のม成作用とテクトニクスをより広く௥究していきたいと
考えていました．なんとなくಡんだR.C. Newton博࢜のGeo-
experimental methodというݴ༿（American Mineralogist, vol. 
96, p. 457-469）が気に入り，こういう研究は௿Թม成（弱ม成）
作用でこそҖ力を発شするはずです．名ݹ԰大を出た後，ポス
ドクとして࢈૯研の地֪岩石研究グループ΁Ҡりました．௜み
込み帯の௿Թม成作用を本֨的にやるために広域かつ長期のフ
ィールド調査ができるਤ෯は理૝的だとࢥい，またட෕帯北帯
のඇม成付加体から高ม成度の三波઒まで一通り࿐出する「本
山」地域という֨޷のフィールドが未੔備区画として࢒ってい

ました．࢈૯研でなんとか研究৬員に採用され，念ئの「本山」
ਤ෯を開࢝しました．1/5ສਤ෯の面ੵはとにかく広大で，効
཰よくาいて，毎日最௿10kmのルートマップを作ることを200
日༨りで一つのਤ෯ができました．ルートマップを一直線につ
なげれば，札幌からだと۝भまで行けるڑ཭です．࢛国山地は
ೆࣼ面に背ৎ以上にൟໜするスズタέの海にۤઓしたり，૸向
方向にどこまでもଓくۤమ質ย岩の֑をӽえれなかったり，広
域の調査の経験は得೉いものとなりました．「本山」地域の௿
Թม成作用について，ட෕帯北帯にはैདྷ考えられていたより
広範にม成鉱物が見つかり，私の出身地の地質であるඒೱ帯付
加体とはだいͿ様૬が異なることを実感しました．ͻすいً石
をؚむアルΧリ火成岩や，アルΧリ角ર石をؚむਅっ੨なݰ෢
岩火山角᛽岩（݀内マンΨン鉱চ܈の฼岩）は特にҹ象的でし
た．ட෕帯北帯の付加体は三波઒ม成岩をつくった௜み込み帯
の上൫に位置したことで一部が上ঢ期に三波઒ม成作用のオー
όープリントを受けていてそのೆݶが大規模な正断層になって
いることがわかりました（ਤ3）．一番ڻいたのは三波઒ม成の
及んでいないඇม成付加体（メランジュ）のݰ෢岩中に高ѹม
成鉱物のローソン石຺がඇৗに普ว的にみつかったことです．
これまで，௿ѹࢦ標のͿどう石があるということは知られてい
て，同じようなന຺で気ͮかれなかったようですが，実際には
ローソン石の方がたくさんあります．ローソン石຺のローソン
石は特௃的な組৫をもっていて，電ݦ画૾を見て，ローモンタ
イトという෸石のԾ૾だと直感しました．まずローモンタイト
຺ができ，そうしたものが௜み込むと୤水分解してローソン石
ʴ石英になる．この൓応は250ˆ，深さ12kmというプレートڥ
ք地震発生帯に૬当する৚件で起こります．このプロセスは現
在も研究中ですが，௿Թでは௜み込むม質海༸地֪はݰ෢岩組
成のܥで൓応が起こるのではなく，局所的な୯७ܥの൓応が起
こっているようです．ݰ෢岩ܥならこんな௿Թで୤水は起こら
ないはずですが，実際には局所ܥの൓応で局所的に୤水が起こ
り得る，ということです．予૝できないことが天然で起こって
いることに気ͮかされるのが௿Թม成作用を調べる面നさかと
．いますࢥ

にޙ࠷
　私はこれまで良い環ڥで自由に研究をଓけることができまし
た．名ݹ԰大でのウォリス先生，࢈૯研でのٶ崎一博さんを࢝
め，これまでおੈ話になりました方々にվめてྱޚ申し上げま
す．今後は島ࠜ大学の学生とともに，௜み込み帯のม成作用と
テクトニクスの௥究をଓけたいとࢥいます．

ਤ3
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ຊڀݚにࢸΔ·Ͱ
　本日はこのような名༪ある賞を௖けましたことを大มޫӫに
存じます．後ほどおੈ話になったօ様΁の謝ࣙをड़べさせて௖
きますが，研究活動において自分1人でできることは本当に小
さく，たくさんの共同研究者にܙまれてきたおかげで௖くこと
ができた賞であるとࢥっております．心よりྱޚ申し上げます．
　さて，本受賞のお知らせを日本地質学会事務局から௖いた時，
私はIODP Exp. 376ߤ海のためJoides Resolution号に৐ધして
おりました．৐ધ研究者の中にサβンプトン大学のStephen 
Roberts教तがډましたが，彼とࡶஊをしている時にʰ܅は
Masanori Sakuyamaを知っているか？彼の名前にちなんだ賞が
サβンプトン大学にあるんだʱh 日本の学会にも同じような賞
がありますよʱという会話をした数日後に本受賞のお知らせを
受けऔったので，Կだか機ԑを感じました．また，2か月にわ
たる長期ߤ海の൒ば過͗にお知らせを受けたので，長期ߤ海の
大きなྭみとなりました．վめてྱޚ申し上げます．
　これまで，私は心からなりたいとࢥった৬業は2つしかあり
ませんでした．それは科学者と੓࣏Ոです．なͥなら，時間は
かかるかもしれませんが，どちらも҃る課題に対して上流から
औり組み，物事をࠜ本的にมえられる可能性をൿめているから
です．自分がなりたいとࢥった৬業に今बけていることは，大
きな޾せだとࢥっています．科学者にڵຯを࣋ったきっかけは，
小学校の国語のत業でオκン層ഁյに関する文ষをಡんだこと
でした．そして自分なりに地球環ڥ問題を調べた結果，地球Թ
ஆ化がۓ٤の課題であると気ͮき，それを解ܾする科学者にな
りたいとࢥいました．しかし，この時点では，科学者といって
もനҥを着てༀ品の入ったフラスコを使って，৭々実験しなが
ら時にはര発するʂ？といったようなイメージをയ然と๊いて
いました．
　地球環ڥ問題に関するษ強をしたいとࢥい，できたばかりの
新しい学科であった東京大学޻学部システム創成学科環ڥ・エ
ωルギーシステムコースに進学しました．ଔ業論文研究のテー
マ紹介において，加౻ହߒ助教त（当時）が話されていたグロ
ーόル୸ૉ॥環に関する研究や海༸地֪を利用した二ࢎ化୸ૉ
定ٕ術に大きな関心を๊き，ଔ業論文研究では加౻先生の研ݻ
究ࣨを໎わず選択し，その後博࢜論文まで同じ研究ࣨでおੈ話
になりましたが，これが地学（地球科学）と઀するきっかけと
なりました．現在では，地球Թஆ化よりもさらに上位の問題で
あるエωルギー・ࢿ源問題に関心を࣋って研究をしています．
　ଔ業論文研究〜म࢜課程にかけては，グローόル୸ૉ॥環の
解明をテーマとして，特に௜み込み帯における୸ૉのڍ動に஫
目して研究を行っていました．具体的には付加体中に存在する
海༸地֪（中央海ྮݰ෢岩）起源の྘৭岩の୸ૉؚ有ྔをଌ定
し，化石年代から見ੵもられる海༸ఈでの旅行時間を考ྀして，
௜み込み帯で岩石中から୸ૉが૿ݮしているのかを௥੻してい
ました．最初はม成度の௿い྘৭岩，すなわち௜み込み帯ઙ部
を対象としていましたが，௜み込み帯のより深部の岩石を研究
したいとࢥい，三波઒ม成帯に分෍する྘৭ย岩を対象としま
した．しかし，ม成帯ではそもそも源岩の年代がܾ定ないこと
が多く，海༸ఈでの旅行時間をٻめるのがࠔ೉であることに気
付きました．そこで，中央海ྮの海ఈ೤水鉱চを起源とするผ
子ܕ鉱চ（三波઒帯に多数分෍している）の生成年代が分かれ
ば，その฼岩である྘৭ย岩の噴出年代も分かると考え，
Re-Os์ࣹյมܥを用いたผ子ܕ鉱চの生成年代ܾ定に博࢜課

程でऔり組み࢝めました
（ਤ1，2）．

3F�0TಉҐମΛ༻͍たՐࢁ
ੑմঢ়ེԽ෺ʢ7.4ʣ߭চ
ͷ੒Ҽڀݚ
　三波઒帯に分෍するผ子
鉱চの年代ܾ定には，ผܕ
のૂいもありました．日本
列島付加体中に分෍するݹ
海༸ఈで生成した鉱চの分෍をோめると（ਤ1），ผ子ེܕ化物
鉱চの多くは三波઒帯に分෍している一方，Fe-Mn，Mnࢎ化
物鉱চやMn୸ࢎԘ鉱চは，ட෕帯やඒೱ−丹波帯などのジュ
ラل付加体に多く分෍しています．ེ化鉱物はؐ元的環ڥで安
定であるのに対し，ࢎ化鉱物はࢎ化的環ڥで安定に存在するこ
とから，これらの鉱চの年代分෍が分かれば，ݹ海༸のࢎ化・
ؐ元環ڥมભ史をಡみ解けるのでは？という大きな研究テーマ
を加౻先生から与えられ，博࢜論文研究としてऔり組み࢝めま
した．ࢎ化物鉱চは，研究ࣨの先ഐであった౻Ӭ公一࿠博࢜が
以前から研究されていたので，私はผ子ེܕ化物鉱চを研究す
ることになりました．さて，博࢜課程とその後の研究で，࢛国
地方の佐多ິから和Վ山ݝにかけての三波઒帯に分෍する11の
ผ子ܕ鉱চから良޷な直線性をࣔすRe-Osアイソクロンを得る
ことができました（ਤ2）．このアイソクロンをࣔすと一ॠで終
わってしまうのですが，すべての結果を得るために4年以上の
，っていない鉱চもあり࢒しかݙい文ݹ．月を費やしましたࡀ
そのような鉱চの調査に際しては現地のお年寄りにฉき込み調
査から行い，৭々とサポートしてもらいながら鉱山੻に୧り着
くような，いわばリアル版ドラゴンクエストのような調査を行
いつつ，鉱石試料を集めていました．その結果，三波઒帯に分
෍するผ子ܕ鉱চの生成年代は໿150Ma（1ԯ5ઍສ年前）に集
中することが明らかとなりました（ਤ2）．
　この年代を元に，三波઒帯に分෍するผ子ܕ鉱চの生成場を
考えてみたいとࢥいます．これまでに得られている各छ鉱物の
์ࣹ年代や化石年代から，三波઒ม成作用のピーク年代（ʹ௜
み込み帯最深部に達したタイミング）は，110-120Maか90Maと
考えられています．また，三波઒帯が大཮地֪に付加した年代
は120-130Maあるいは65-95Maとされています．一方，ผ子ܕ
鉱চがݹ海༸ఈで生成した年代は໿150Maであるので，গなく
とも20Myr以上は海༸ఈを旅した後に௜み込み帯に達したと考
えられます．当時のϢーラシアプレートに対するଠ平༸プレー
トの૬対଎度は，όリエーションがあるものの໿10cm/yrと考
えられるので，ผ子ܕ鉱চの生成場は大཮地֪から数ઍkm཭
れたʰԕ༸域の中央海ྮʱであるといえます．しかし，ེ化鉱
物は現ੈのようなࢎ化的環ڥ下ではࢎ化ফࣦしてしまうので，
༹解せずに保ޢするシステムが必要です．その౴えは，当時の
地球環ڥにあると考えられます．
　໿150Maのジュラل後期は，過去3ԯ年間において海水のSr
同位体比が最も௿下した時期に૬当します．これは，௿いSr同
位体比組成をࣔす೤水Fluxが多かったことを意ຯします．した
がって，当時は現在よりも火成活動が活発であったと考えられ
ますが，グローόル୸ૉ॥環モデルによって෮元された当時の
大気CO2ೱ度は，現在の໿8ഒ程度であったと見ੵもられてい
ます．このような大気CO2ೱ度の下では，Global Circulation 

߭চ学͸໘നいɼݯࢿͷภੑࡏに͸ҙຯ͕͋るʂͦ͠てͨ͘͞Μͷਓୡにܙ·Εて͖ͨこͱにਂँ
� 日本地質学会ࡤ山խଇ৆

໺࡚ୡੜ（ւ༸ڀݚ開ൃߏػ�ւఈڀݚݯࢿ開ൃηϯλー）
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Model（GCM）によるシミュレーション結果に基ͮくと，地球
表層の気Թは現在よりも5-10度高かったとされており，ۃ域に
ණচが発達していなかったとされています．ණচの発達しない
が્害される（動力ۦ海༸大॥環のʹ）域では深層水の形成ۃ
ため，海༸ఈ層までे分なࢎૉを行きわたらすことができず，
よどんだؐ元的なఈ層が発達していたと考えられます．これを
分かりやすくまとめると（ਤ3），現ੈのようにྫྷפでۃ域にණ
চが発達する環ڥでは，活発な海༸大॥環により海༸ఈ層まで
・化的海༸が֦がっており，マンΨン団մࢎૉがいきわたるࢎ
マンΨンクラスト・レアアースటに有利な生成環ڥであるとい
えます．一方，海ఈ೤水鉱চは生成すると同時に一部はࢎ化ফ
ࣦしていきます．ジュラل後期のԹஆでۃ域にණচが発達しな
い環ڥでは，海༸大॥環のۦ動力が્害され，海༸ఈ層にؐ元
的環ڥが֦がっていたと考えれます．このような環ڥは，ࢎ化
物鉱চの生成に不利な一方で，ེ化物鉱চの生成と保存に有利
な৚件であるといえます．以上のような鉱চの生成・保存とグ
ローόル環ڥม動のリンέージを考えるとすべてが調和的に説
明できることから，զ々のグループはʰジュラل後期海༸無ࢎ
ૉ事มʱの存在を提এし，ผ子ܕ鉱চの生成・保存に寄与した
と考えました（ਤ3）．
　さらに，Re-Os同位体を用いた研究を࢛ສे帯北帯や日立ม
成帯に分෍するผ子ܕ鉱চにも適用し，നѥل後期に起こった
海ྮ௜み込み現象と鉱化作用の解明や日本列島最ݹの鉱চ年代
஋を得ることに成ޭしました．また，日立鉱চの研究における
鉱石の記ࡌ過程において，新鉱物も見出しています．

7.4߭চ͔ڀݚΒͷൃల
　2009年4月にಠ立行੓法人海༸研究開発機構地球内部μイφ
ミクスྖ域（JAMSTEC/IFREE）（当時）にब৬してからは，
前ॲ理やଌ定に手間のかかるRe-Os同位体ଌ定をより؆ศ・ਝ
଎にଌ定できる方法の開発にऔり組みました．私がब৬する൒
年前にJAMSTEC/IFREEにマルチコレクター༠ಋ結合プラズ
マ質ྔ分ੳ૷置（MC-ICP-MS）がಋ入されたこともあり，
MC-ICP-MSと気化法を組み合わせたOs同位体ଌ定方法の開発
を行いました．気化法自体は新しい手法ではありませんが，ৗ
Թで気化するOsO4分子の性質を利用して，Re-Osの分཭作業と
Os同位体ଌ定を一度に行ってしまうという手法です．気化法
とMC-ICP-MSのマルチイオンΧウンター（MIC）あるいはフ
ΝラデーΧップ（FC）を組み合わせて，ैདྷよりも؆ศかつ
確度・ਫ਼度良くOs同位体比をଌ定する手法を確立させました．
この手法はデータのਫ਼度・確度よりもとにかくデータ数がたく
さんཉしい，という研究テーマに向いており，Os同位体比組
成を用いたݹ環ڥ解ಡの研究やマンΨン団մ・マンΨンクラス
ト・レアアースటの年代ܾ定に最適です．また，Χンラン岩の
ようにOsೱ度の高い試料であれは，負イオン表面電཭ܕ質ྔ
分ੳ૷置（N-TIMS）とଝ৭のない確度・ਫ਼度でਝ଎Os同位体
分ੳを行うことが可能です．これまで，マンΨンクラストに成
長ϋイエタスは存在するのかなどに着目しながら，600ݸを௒
える様々な試料のOs同位体ଌ定を実施してきており，一部の
研究成果は論文化されています．今後，これまでଌ定してきた
結果もঃ々に論文化されていくでしょう．
　また，2009年4月にJAMSTECにब৬してから現在までに17
度の調査ߤ海に参加させて௖き，VMS鉱চのモμンアφログ
である現ੈ海ఈ೤水鉱চの研究を開࢝できたことも大きなチャ
ンスでした．特に，2010年9〜10月にԭೄトラフҏ平԰北海ٰ
において行われたIODP Exp. 331ߤ海により形成された人޻೤
水޸に関する研究を開࢝し，人޻೤水޸上にٸ成長したチムニ
ー試料の記ࡌ・地球化学的研究を行いました．҃る人޻೤水޸
上では，ಔ−Ԗ−ѥԖに෋むチムニーが1年間で7m，2年間で
15mの高さにٸ成長していたことから，h 鉱鉱石をཆ৩しよࠇ
うʱというアイデアのもと，一風มわった研究に着手しました

（ਤ4）．ちょうどこのタイミングで，2012年4月に海ఈࢿ源研究
開発センターがJAMSTECの新しい研究組৫として発଍し，さ
らに2014年4月から5 ϲ年にわたりઓུ的創造イϊベーション
創造プログラム（SIP）次ੈ代海༸ࢿ源調査ٕ術（海のジύン
グܭ画）が࢝まったことも大きな௥い風となりました．SIPで
は，「海༸ࢿ源の成Ҽの科学的研究に基ͮく調査海域のߜり込
み手法の開発」の一部を担当し，この一環として地球深部探査
ધ「ちきΎう」を用いてԭೄトラフで行われた3度のߤ海

（CK14-04ߤ海，CK16-01ߤ海，CK16-05ߤ海）にすべて৐ધで
きたことが大มな޾ӡでした．特に，CK16-01およびCK16-05
海では若ഐながら共同ट席研究員として৐ધさせて௖き，大ߤ
きなڵฃ・達成感・ॆ実感をຯわうことができるߤ海となりま
した．これらのߤ海において，人޻೤水޸から噴出する೤水の
物理ύラメーターを長期モニタリングすると同時に鉱物の௜఼
実験を行う૷置を合わせて3基設置し，໿1年後にそれらの૷置
を回収しました．SIP「ちきΎう」ߤ海で行った内༰の多くは
まだ論文化されていませんが，今後詳ࡉな分ੳ・解ੳを進める
と同時に，共同研究者とともに結果の論文化に౒めるつもりで
す．

ͷ໨ඪޙࠓΔઢͱ͛ܨΛڀݚ
　以上のようにこれまでの研究経過をோめてくると，自分がԿ
を専໳とする研究者なのか時々分からなくなる時があります
が，現在までの研究活動を͙ܨ一؏した線は，以下の4つであ
ると考えられます

（1） म࢜課程までにഓった薄ย作成，XRD，XRF，ICP-2MS，
EPMAなどの記ࡌ・地球化学の基ૅ˰これらの基ૅを最
初にୟき込んで௖いたので，その後もベースをૄかにする
ことなく発展的な同位体研究にҠることができました．

（2） 博࢜課程から開࢝したVMS鉱চの研究とRe-Os同位体
（N-TIMS，MC-ICP-MS）˰ผ子ܕ鉱চの生成年代を知り
たい，という明確な目的があったものの，Re-Os同位体と
いう当時はまだ比較的新しかった同位体分ੳの基ૅを博࢜
課程で学べたことが，その後の研究の෯を広げてくれまし
た．

（3） 異質な鉱চ学˺グローόル環ڥม動と鉱চ生成˰環ڥม動
と鉱চ生成という正౷೿鉱চ学とはগし異なった研究スタ
ンスをऔることで，他の研究者と異なった視点から研究を
行うことができました．

（4） 東京大学加౻研究ࣨでഓった研究スタンス・論文の書き方
などの基ૅ˰以上の基ૅは，すべて東京大学加౻研究ࣨ在
੶中にୟき込んで௖いたものであり，この基ૅなしには私
が今研究৬としてはܾして生きていけなかったとࢥいま

ਤ3
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す．
　学生の時にಡんで大ม感໏を受けた論文があります．それは，

「Holland（2005）Economic Geology, vol. 100, pp1489-1589」に
มڥされている論文ですが，地球史を通じたグローόル環ࡌܝ
動とଯੵ性鉱চの成Ҽとの関連性を議論している論文です．
զ々が普段Կ気なく使っている金属ࢿ源が，地球の長いӦみを
通じて形成されていることに大きな知的ڵฃとح޷心を֮えま
した．কདྷ，このような論文を書くことができる研究者になれ
るようにᬏ進していく所存です．また，私が専໳としている鉱
চ学は日本では研究者人ޱのݮগが止まらない学問分野です
が，ࢿ源のภ在性にはผ子ܕ鉱চの成Ҽでड़べたような地球科
学的必然性が存在します．その必然性を解明する鉱চ学は，私
にとって「環ࢿ・ڥ源・࿘ອ（知的ح޷心）・ώトの໾に立つ」
という観点をすべてຬたしてくれる学問であり，大きなやりߕ
൹を感じています．今後，このような面നくて楽しい鉱চ学に
1人でも多くの日本の研究者がܞわってくれることをئってや
みません．

͓ੈ࿩にͳったํʑ΁ͷਂਙͷँࣙ
　さて，これまでड़べてきた研究成果は多くのࢦಋ者・共同研
究者にܙまれてきたࣀ物です．特に調査ߤ海のट席研究員を務
めると実感しますが，1人の研究者ができることは本当にちっ
Άけでݶられており，異なる専໳分野を࣋った多くの方と共同
することで，目標が達成できるとࢥいます．これまでの私の研
究をࢧえて下さった特に8名の方々に対して，この場をआりて
謝ࣙを申し上げたいとࢥいます．
　まず第一番におྱをड़べたいのは，ଔ業論文研究〜博࢜課程
までのࢦಋ教員であり，現在も共同研究を行っている東京大学
大学Ӄ޻学ܥ研究科の加౻ହߒ教तです．つい༨ܭなことをݴ
ってしまいઉՒบのある私でしたが，まずはそのような生活ଶ
度からݫしくࢦಋして௖きました．また，今でも一番ҹ象に࢒
っているのが，Geochimica et Cosmochimica Actaࢽに論文を
౤ߘする前のߘݪ作成では，土日のि末に研究ࣨに2人で٧؈
になり，ߘݪを一文一文声に出してಡみながら，自分の英語の
Կが悪いのかをపఈ的にࢦಋして下さいました．このようなݫ
しくԹかいࢦಋがあったからこそ，今の自分の研究者人生があ
るのだと本当に感謝しております．
　次におྱをड़べたいのは，東京大学大学Ӄ޻学研究科の（ނ）
木・加ۄ，木先生は私がम࢜課程の時にۄ．教तですࡦݡ木ۄ
౻研究ࣨの教तとしてෝ೚されたため直઀のࢦಋ教員ではあり
ませんでしたが，研究ࣨのθミなどを通じてৗにԹかいおݴ༿
でྭまして௖きました．ۄ木先生のҒ大さが本当に理解できた
のは，JAMSTECにब৬して海外出ுに行くようになってから
です．特に，2013年にモーリシャス共和国に会議で訪れた際に
は，「܅はKensaku Tamakiを知っているか？彼はGentleでҒ大
な研究者だった」と多くの方々にݴわれ，զがことのようにخ
しかったのを記Աしています．
　次におྱをड़べたいのは，東京大学大学Ӄ޻学研究科の中ଜ
源研究センターࢿ業大学次ੈ代海༸޻ଠ࿠।教तおよびઍ༿ݠ
の౻Ӭ公一࿠上席研究員です．お二人は，私がଔ業論文研究で
加౻研究ࣨに഑属された際に，博࢜課程に在੶していた研究ࣨ
の大先ഐです．中ଜݠଠ࿠さんからは，研究に対するストイッ
クな࢟੎や研究者としてどうあるべきか，について多くのこと
を背中から学びました．また，౻Ӭ公一࿠さんには，イラスト
レーターやύϫーポイントの使い方など研究者にとって必須の
スキルを教えて௖くだけなでなく，公私にわたってࠔったこと
があれば૬ஊに৐ってもらいました．お二人が研究ࣨの先ഐと
して在੶しており，多くのࢦಋをڼげたのはඇৗに޾ӡでした．
　次におྱをड़べたいのは，੩Ԭ大学๷災૯合センターの石Ҫ
ًळ٬員教तです．私が東京大学加౻研究ࣨに഑属された際は，
加౻先生が山ޱ大学から異動してきた直後で研究機材がଗって

いなかったため，岩石試料の切断，ค末試料の調製，薄ย作成，
XRD，XRF，EPMAなど，すべて当時中野にあった東京大学
海༸研究所で行っていました．この時は石Ҫ先生の研究ࣨ施設
を無ঈで使わせて௖き，छ々のศٓをਤって௖きました．薄ย
作成の際に石Ҫ先生のおっしΌった「記ࡌのしっかりした論文
は，記ࡌを見ただけで大体の化学組成が分かる」というݴ༿が
強くҹ象に࢒っており，それ以߱記ࡌをૄかにせずに研究をし
てきたつもりです．また，中野の海༸研究所は，上記の意ຯで
はਅの共同利用施設であったとࢥいます．
　次におྱをड़べたいのは，JAMSTEC地球内部物質॥環研究
分野の木ଜ७一分野長代理です．私がJAMSTECにब৬する前
に， 実 験 ࣨ の 立 ち 上 げ の た め 木 ଜ さ ん も 島 ࠜ 大 学 か ら
JAMSTECに異動してきていました．木ଜさんには付きっ切り
でMC-ICP-MSの使い方をԿ度も説明して௖き，また気化法用
のಋ入ܥなども一緒に考えて準備し，分ੳ方法の確立にऔり組
みました．質ྔ分ੳ૷置のエキスύートである木ଜさんと
JAMSTEC΁の異動のタイミングが近く，一緒に分ੳ法を確立
させ，その後も多くの共同研究をできていることは本当にૉ੖
らしい巡り合わせだったとࢥいます．
　次におྱをड़べたいのは，۝भ大学大学Ӄ理学෎の石ڮ७一
࿠।教तです．म࢜課程在੶中にୀ໾ࡁの「୶੨ؙ」で過ࠅな
海گのߤ海を体験し，「二度と調査ધは৐らない」とܾめてい
たのですが，石ڮさんとは学会に向かう飛行機や，たまたま
JAMSTECセミφーにདྷていた際の食ಊなどでྡの席になり，

「ੋඇ次のʠなつしまʡߤ海に一緒に৐ધしましょう」と三度
も༠って௖いたので，さすがに三ސのྱを断るのはࣦྱだとࢥ
い，断௎のࢥいで৐ધをܾ意しました．予૝に൓して৐ધした

「なつしま」ߤ海はշ適で，また，཮上のVMS鉱চしか観察し
てこなかった自分には現ੈ海ఈ೤水鉱চを間近に見られる潜ߤ
調査ߤ海は大きなিܸでした．石ڮさんは，新たな研究΁のチ
ャンスを下さったԸ人です．
　最後におྱをड़べたいのは，JAMSTEC高Ҫ　研研究担当理
事 ิ 佐 で す．SIPで 行 っ た1度 目 の「 ち き Ύ う 」 ۷ ࡟ ߤ 海

（CK14-04ߤ海）で初めて一緒に৐ધしましたが，「次のट席は
の仕方やट席とࣔࢦわれ，ブリッジでのݴが務めるんだ」と܅
しての振る෣い方，どんな時も研究を楽しむ大切さを教えて௖
きました．そもそも人޻೤水޸を使ったࠇ鉱ཆ৩研究のアイデ
アは高Ҫさんの発案ですし，先日のIODP Exp. 376ߤ海にも一
緒に参加したので，۷࡟調査ߤ海の楽しさを教えて下さったԸ
人です．
　最後のスライドは，地質調査૯合センターが作成している

「なかよし論文データベース」からコピーした全共ஶ者のお名
前です（ਤ5）．これまでお名前をڍげさせて௖いた8名の方々
以外にも，多くの人と巡り合い，助けられて研究をଓけること
ができたのだなあということを，このリストをோめてվめて実
感しました．おੈ話になったすべてのօ様に深ਙの謝意を表し
ます．これからも初心を๨れずに，また研究を楽しむ気࣋ちを
ৗに๊きながら，新たな研究にᬏ進していきたいとࢥいます．
本日は੣にありがとうございました．

（஫） ࢽ面の都合上，ਤのࡌܝをলུさせていただきました．
ਤをؚめた全文は，学会ウェブサイトをご参র下さい．
http://www.geosociety.jp/outline/content0192.html（ ニ
ュースࢽฤ集委員会）
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I am deeply honored to have been awarded the 2018 
International Prize of the Geological Society of Japan in 
recognition of my contributions to the field of research on 
Large Igneous Provinces (LIPs), implications for their 
formation process, and impact on global environments. I truly 
appreciate the recognition by the Society, and sincerely value 
my long and rewarding relationships with Japanese 
colleagues and friends.

This contribution consists of two parts, the first a 
description of my engagement with Japan, and the second a 
summary of my recent work on Earth-Ocean-Biosphere 
interactions in the Southern Ocean surrounding Antarctica.

┅ⓤ┗┽┲┳┴┷┭┷ⓤ┳┪ⓤ┑┽ⓤ┉┲┫┥┫┩┱┩┲┸ⓤ┻┭┸┬ⓤ┎┥┴┥┲
My fascination with Japan long preceded my engagement 

with Japanese scientists. Japan first piqued my interest when 
I was a high school student in the early 1970s. A Japanese 
film festival held at the University of Maine, near my 
hometown of Bangor, Maine, USA, intrigued me, and I 
attended every film showing that I could, including Seven 
Samurai, Woman in the Dunes, Yojimbo, Rashomon, and 
Ugetsu Monogatari. These and other Japanese films inspired 
a curiosity that spurred me to further study and engagement. 
As a first-year undergraduate at Dartmouth College, I 
commenced formal study of Japan (and China) by taking a 
course in East Asian history, which opened my eyes to the 
long and captivating sweep of Japanese history. Also while at 
Dartmouth (1974-1978), I began tutoring Japanese and other 
international students in English, an activity I continued 
during my graduate studies at Columbia University in the 
City of New York (1978-1985). Such personal interactions with 
Japanese natives complemented my nascent knowledge and 
growing curiosity about the country. 

Significantly, while a graduate student, I made my first 
visit to Japan (Tokyo) in 1980, marveling at the people, 
culture, and country first-hand. It was a brief visit, as I was 
en route from New York to Guam to board a month-long 
research voyage to the Shatsky Rise aboard RV Vema. It 
would be another 12 years before my second visit to Japan, 
but in that interval I gained my first extended exposure to 
and a deep appreciation for Japanese cuisine, specifically at 
the Japanese restaurant Asakusa in Canberra, Australia, 
where I worked from 1985 through 1989 at Geoscience 
Australia. Asakusa was staffed largely by spouses of 
diplomatic staff at the Embassy of Japan in Canberra, lending 
an atmosphere of authenticity and refinement to the 
restaurant absent in the vast majority of Japanese 
restaurants outside of Japan today.

My engagement with Japanese scientists commenced in 
1992 on my second visit to Japan, when I attended the 29th 
International Geological Congress (IGC) in Kyoto. Prof 

Asahiko TAIRA, then at 
the University of Tokyo, 
had organized a session on 
scientific ocean drilling to 
which I contributed. That 
s e s s i o n  l a u n c h e d  a 
working relationship and 
close friendship with Prof 
TAIRA that continues to 
the present day. Scientific 
ocean drilling has proven to be the catalyst for many more 
interactions with Japanese scientists. I had moved from 
Australia to the University of Texas at Austin in 1990, and 
serving as a US member of the Joint Oceanographic 
Institutions for Deep Earth Sampling (JOIDES) Planning 
Committee (PCOM), I made my third visit to Japan 
(Makuhari) in 1995 to participate in a PCOM meeting. At this 
meeting I became acquainted with Profs Kyoshi SUYEHIRO 
and Kensaku TAMAKI, both then at the University of Tokyo, 
who became colleagues and friends. Such developing 
relationships with Japanese scientists in the early 1990s led to 
a joint Japanese-American, month-long research voyage to 
study the collision of the Ontong Java Plateau and the 
Solomon Islands aboard RV Maurice Ewing in 1995, during 
which I got to know Prof SUYEHIRO much better. Following 
this voyage, Prof TAIRA and I began planning a joint 
Japanese-American, month-long research voyage to study the 
Ontong Java Plateau that we undertook aboard RV Hakuho 
Maru in 1998. 

Japan�s decision in the 1990s to construct the riser drilling 
vessel Chikyu and ultimately to co-lead the next decade (2003-
2013) of scientific ocean drilling with the US led to the 1997 
Conference on Cooperative Ocean Riser Drilling (CONCORD) 
in Tokyo, which further cemented my ties with Japanese 
scientists. This was the first of three major planning meetings 
held by Japan, the US, and Europe, respectively, for what 
became the Integrated Ocean Drilling Program (IODP; 2003-
2013). The second meeting, the Conference on Multiple 
Platform Exploration of the Ocean (COMPLEX), was held in 
1999 in Vancouver, and shortly thereafter I was enlisted to 
Co-Chair (with Judy McKenzie of ETH-ZÛrich) the 
international, 11-member, IODP Planning Sub-Committee 
Scientific Planning Working Group charged with developing 
the initial science plan for the IODP. On that Committee, I 
worked closely with Profs SUYEHIRO, who had moved to the 
Japan Agency for Marine-Earth Science and Technology 
(JAMSTEC), and Yoshiyuki TATSUMI, then at the 
University of Kyoto. The third and final planning meeting, 
the Alternative Platforms as Part of the Integrated Ocean 
Drilling Program Conference (APLACON) was convened in 
Lisbon in 2001. The IODP Initial Science Plan – Earth, 
Oceans, and Life – incorporated input from all three planning 
meetings and was published in 2001.
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Just before the turn of the millennium, I received a fateful, 
entirely unforeseen telephone call and query from Prof 
TAIRA: a full professorship at the University of Tokyo�s 
Ocean Research Institute (ORI, now Atmosphere and Ocean 
Research Institute, or AORI) would become open soon, and 
would I be interested in applying  During 2000 ,  I 
contemplated this extraordinary opportunity – as well as 
offers of positions in Washington, DC, USA, and Sydney, 
Australia – and late in the year discussed it further with 
Profs TAIRA, TAMAKI, and SUYEHIRO face-to-face at a 
University of Tokyo-JAMSTEC seismic workshop in Tokyo. 
In 2001, I visited Tokyo twice, investigating and interviewing 
for the professorship, before becoming the first non-Japanese 
tenured full professor in ORI�s 39-year history that boreal 
autumn.

As a professor at ORI from September 2001 through 
December 2007, I conducted an active, proposal-driven 
seagoing research program; taught and supervised PhD and 
Masters students; and established the ORI Seismic Research 
Center. I led or participated in six research voyages 
(Macquarie Ridge Complex, Hawaii, Manihiki Plateau, Ontong 
Java Plateau, Naturaliste Plateau), including serving as the 
first non-Japanese Chief Scientist aboard RV Hakuho Maru 
and RV Kairei, and dove to 4000� m in Shinkai 6500. Peer-
reviewed publications with Japanese co-authors currently 
total 21. Also during my professorship at ORI, I worked as a 
Senior Researcher at JAMSTEC (2002-2003), as a consultant 
for the Sumitomo Ocean Development � Engineering 
Company (2003-2005), and as a consultant for the Ministry of 
Foreign Affairs (2006-2007). The last involved working on 
Japan’s Extended Continental Shelf submission to the 
United Nations (UN) Commission on the Limits of the 
Continental Shelf under the UN Convention on the Law of the 
Sea. 

As co-leaders of the IODP, Japan and the US agreed to 
alternate leadership every two years. A coin toss decided 
whether Japan or the US would lead the first two years of 
the IODP (2003-2005), and Japan won the toss. That resulted 
in Prof TAMAKI chairing the IODP Science Planning and 
Policy Oversight Committee (SPPOC), and myself chairing the 
IODP Science Planning Committee (SPC). Co-leadership 

necessitated substant ia l  governance ,  management , 
administrative, cultural, and other changes – to which I 
devoted considerable effort – following  the US having led 
international scientific ocean drilling (Deep Sea Drilling 
Project and Ocean Drilling Program) for the previous 35 
years. Over the first two years of IODP, I headed the IODP 
Science Advisory Structure consisting of _150 scientists from 
the _25 IODP member countr ies serving on seven 
committees, panels, and program planning groups (PPGs). 
During that time, I represented Japan at 47 IODP-related 
meetings, 14 in Japan and 33 elsewhere in Asia, Europe, and 
North America. This involved flying _575,000 km in those two 
years.

Although I departed Japan at the end of 2007 to become 
the inaugural Director of Research at the United Kingdom�s 
National Oceanography Centre in Southampton, I have 
maintained close ties with the Japanese community through 
cooperative research projects and scientific ocean drilling. In 
2010, I was part of the shipboard scientific party aboard RV 
Kairei to investigate the crustal structure of the Ontong Java 
Plateau. Following my move back to Australia in 2011 to 
become the inaugural Executive Director of the new Institute 
for Marine and Antarctic Studies at the University of 
Tasmania, I chaired the Chikyu�10 IODP Workshop held in 
Tokyo in 2013. In 2014, I served as a member of the External 
Review Committee of the University of Tokyo�s Atmosphere 
and Ocean Research Institute (AORI), and since 2017 I have 
served as a member of the JAMSTEC Advisory Board. My 
rewarding and fulfilling engagement with Japan continues�

┚┳┰┧┥┲┳┩┷⓰ⓤ┍┶┳┲⓰ⓤ┥┲┨ⓤ└┬┽┸┳┴┰┥┲┯┸┳┲ⓤ┭┲ⓤ┸┬┩ⓤ┗┳┹┸┬┩┶┲ⓤ┓┧┩┥┲
The first maximum endurance research voyage of 

Australia�s new Marine National Facility, the research vessel 
(RV) Investigator, sailed deep into the southern Indian Ocean 
in early 2016 (Fig. 1;  http://mnf.csiro.au/_/media/Files/
Voyage-plans-and-summaries/Investigator/Voyage�20
Plans�20summaries/2016/IN2016@V01�20Voyage�20
Summary�2020160623.ashx), and I had the privelege of 
serving as Chief Scientist. The purpose of the voyage was to 
test the hypothesis that hydrothermal activity driven by 
active submarine volcanoes in the Southern Ocean fertilises 
surface waters with iron, thereby enhancing biological 
productivity beginning with phytoplankton. Phytoplankton 
are important because they supply half of the oxygen in 

Fig. 1. TracL map of R7 Investigator voyage IN2016@701 to 
the Heard and Mc%onald Islands (HIMI) region.

Fig. 2. R7 Investigator IN2016@701 stations on the central 
,erguelen Plateau. Mc%onald (Xest) and Heard (east) islands 
lie inside the HIMI Inner Marine Reserve .
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Earth�s atmosphere; their growth is limited by iron supply in 
the anemic Southern Ocean as well as elsewhere in the global 
ocean. To test the hypothesis, the shipboard scientific party 
included geoscientists to identify and characterize active 
submarine volcanoes, biogeochemists to analyze water 
samples for iron and other trace elements, physical 
oceanographers to characterize ocean circulation in the study 
region, and marine biologists and ecologists to examine 
primary productivity in the study area. Shore-based 
researchers have augmented the shipboard scientific party. 

Australia�s only active volcanoes, Heard and McDonald 
islands (HIMI) on the Kerguelen Plateau, are among the 
world�s most active hotspot volcanoes. Located at _53 S˃ 
approximately 4000 km from the closest ports, Fremantle, 
Australia (Fig. 1), and Cape Town, South Africa, the islands 
are rarely visited and lack any ongoing monitoring or 
occupation. HIMI were inscribed on the United Nations 
Educational, Scientific, and Cultural Organization (UNESCO) 
World Heritage List in 1997 (https://whc.unesco.org/en/
list/577). They constitute the only sub-Antarctic island group 
that has an intact ecosystem, to which no known species has 
been introduced directly by humans, and where the ongoing 
evolution of plants and animals occurs in a natural state. 

Heard Island encompasss 368 km2 and reaches a maximum 
reported elevation of 2745 m; the McDonald Islands are much 
smaller, covering 2.5 km2 and attaining a maximum reported 
elevation of 186 m (n.b., both elevations are less than what 
observations during our voyage suggest). HIMI�s volcanic 
activity is only recorded infrequently by satellites during 
brief breaks in persistent cloud cover or by observations 
from sporadic transiting ships. Satellite observations of ocean 
color show extensive blooms of phytoplankton on the 
Kerguelen Plateau (e.g. Bowie et al, 2015), and legacy narrow-
beam echosounding data (Beaman � O�Brien, 2011) indicate 
many features on the Kerguelen Plateau resembling volcanic 
edifices, some of which are quite young (Duncan et al, 2016). 

The state-of-the-art RV Investigator (http://mnf.csiro.au/
Vessel/Investigator-2014.aspx), built in Singapore, was 
delivered to its homeport of Hobart, Tasmania, Australia in 
September 2014, and subsequently underwent approximately 
a year of trials. With a Det Norske Veritas (DNV) Silent-R 
classification, the 94-m, 5,893-ton (maximum displacement) 
ship is ideal for acoustic work from its multibeam seafloor 
mapping systems (Kongsberg EM122 and EM710), sub-bottom 
profiling system (Kongsberg SBP120), and water column 
echosounders (Kongsberg/Simrad EK60 and ME70) that were 
critical for our research program. Other key instruments for 

our research aboard the multi-purpose vessel were trace 
metal rosettes (TMRs), conductivity-temperature-depth (CTD) 
rosettes, in situ pumps (ISPs), a bio-optical sensor package, a 
deep-tow camera system, a Triaxus remotely operated towed 
vehicle, drifters, floats, Smith McIntyre sediment grabs, and 
rock dredges. Our voyage carried a full complement of 40 
researchers, students, and support staff, and 20 ship�s crew.

The research voyage may be divided into three distinct 
components: seafloor hydrothermal system prospecting, 
sensing/sampling, and imaging; plateau water column 
transects with reference sites; and transits. During all three 
components, we acquired data from the multibeam systems, 
multi-frequency split-beam echosounders, sub-bottom profiler, 
gravimeter, thermosalinograph, aerosol sampling, air 
chemistry sampling, underway seawater analyses, expendable 
bathythermographs (XBTs), atmospheric underway sensors, 
and biological oceanography underway sensors. We also 
launched robotic floats for the Australian office (http://imos.
org.au/facilities/argo/) of the International ARGO Program 
(http://www.argo.net/), the Southern Ocean Carbon and 
Climate Observations and Modeling (SOCCOM) project 
(https://soccom.princeton.edu/), and the Australia-India 
Strategic Research program (https://www.science.gov.au/
international/CollaborativeOpportunities/AISRF/Pages/
default.aspx), and drifters for the US National Oceanic and 
Atmospheric Administration�s (NOAA) Global Drifter 
Program (http://www.aoml.noaa.gov/phod/gdp/index.php). 
The first two components comprised the core of our scientific 
investigations, and they intermingled during the 26 days that 
we were able to devote to work over the Kerguelen Plateau. 
Transits, including equipment testing and a medical 
evacuation diversion from a great circle route, consumed 24 
days.

We undertook most of our work within sight of HIMI (Fig. 
2). Overall, we mapped 3,697.1 km2 of seafloor within the 
HIMI Marine Reserve Inner Marine Zone, or  _22� of its total 
area, which comprise the first multibeam bathymetry data to 
be acquired in this region. Water depth averages _200 m 
within the Zone, with a maximum depth of _1100 m. In the 
Zone, we mapped 56 previously unknown sea knolls around 
the McDonald Islands, and three around Heard Island. Eight 
dredges, including six from the newly discovered sea knolls, 
recovered volcanic rock for petrological, geochemical, and 

Fig. 3. Fumaroles on the Mc%onald Islands.

Fig. 4. Eruption from MaXson PeaL, Big Ben volcano, Heard 
Island. Note vapor emission from MaXson PeaL, and lava 
floXing over glacier and generating vapor (left).
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40Ar/39Ar dating analyses, and eight Smith McIntyre grabs 
recovered sediment from around the islands for geochemical 
analyses. 

Water column biogeochemical sampling included 50 
successful CTDs, 40 TMRs, and 11 in situ pump deployments 
(Fig. 2). The CTDs yielded essential information on water 
column structure and provide water samples for 3He/4He 
analyses, an important proxy for hydrothermal activity, as 
well as for biological and microbiological analyses. Water 
samples from the TMRs provided critical information on 
dissolved iron, other trace metals, and other nutrients (N, Si, 
P, etc) in the water column. Particulate iron was captured by 
the in situ pumps.

Accompanying each CTD cast was a lowered acoustic 
Doppler current profi ler (LADCP), which produced 
information on upper ocean currents. Complementing these 
casts were data from the shipboard ADCP. During the three 
phases of the voyage we deployed a total of 20 NOAA 
drifters to collect measurements of surface ocean currents, 
sea surface temperatures, and atmospheric pressure at sea 
level. For water column profiling, we deployed five ARGO 
floats for temperature and salinity data; three SOCCOM floats 
for dissolved oxygen, nitrate, and pH data; and two Bio-ARGO 
floats for dissolved oxygen, dissolved organic matter, nitrate, 
chlorophyll, and particle scattering data. 

Observations of HIMI from the ship documented their 
active volcanism and hydrothermalism. Mawson Peak atop 
the Big Ben volcano on Heard Island appeared to be erupting 
continuously during the  two weeks we worked around the 
island (Fig. 3). Whenever visible, the summit was emitting 
vapor, and lava was flowing down the flanks of Mawson Peak 
and Big Ben over glacial ice, generating steam. Fumaroles on 
the flanks of the McDonald Islands were also emanating 
steam (Fig. 4). 

Active volcanism and hydrothermalism on HIMI 
suggested that similar phenomena might be occuring on the 
seafloor surrounding the islands. The first indication of such 
seafloor activity came as soon as we arrived at the Kerguelen 
Plateau with observations in the split-beam echolsounder data 
of acoustic flares originating from the seafloor (Fig. 5). Over 
the ensuing course of our work around HIMI, water column 
acoustic data revealed several hundred flares, typically in 

water depths . We are combining analyses of split-beam 
echosounder data, deep-tow camera footage (with co-mounted 
conductivity-temperature probe data), water-column 3He/4He 
data, sub-bottom profiler data, and sediment geochemistry to 
determine the cause of the flares (Spain et al, submitted). In 
the entire Southern Hemisphere, the only other documented 
occurrence of acoustic flares is offshore South Georgia Island, 
where the flares are caused by methane bubbles being 
emitted from the seafloor at cold seeps (RÖmer et al, 2014). 

Following the identification of numerous acoustic flares in 
our split-beam echosounder data, we deployed the deep-tow 
camera to investigate their cause. North of Heard Island, we 
were able to obtain photographs and video footage of multiple 
sites where bubbles were emanating from the seafloor (Fig. 6) 
that coincided with the locations of acoustic flares observed 
in the echosounder data. Extremely turbid water around the 
McDonald Islands severely limited visibility, and we were 
compelled to abandon efforts to obtain deep-tow camera 
efforts after only a few runs across acoustic flare locations 
that did not image any of their potential causes.

Although HIMI are isolated from continental landmasses, 
the Kerguelen Plateau crust that they surmount is 20-25 km 
thick (Charvis et al, 1995), so the crustal setting of these 
hotspot volcanoes more closely resembles that of intraplate 
hotspot volcanoes on the continents (e.g.,  Yellowstone) than 
that of volcanoes along divergent plate boundaries (i.e., mid-
ocean ridge volcanism). Furthermore, water depths averaging 
_200 m around HIMI are much more similar to those of the 
350 km2 Yellowstone Lake, with an average depth of 42 m 
(Sohn et al, 2017). Hydrothermalism associated with HIMI 
may be as extensive and diffuse as that of Yellowstone, which 
encompasses approximately 104 thermal features, including 
geysers, hot springs, mud pots, and fumaroles. Comparative 
volcanological and hydrothermal studies of the HIMI Marine 
Reserve Inner Marine Zone and Lake Yellowstone may yield 
new insights into both.

Fig. 5. Acoustic flare observed near the Mc%onald Islands.

F i g .  6 .  B u b b l e s 
emanating from the 
seafloor near Heard 
Island. Laser dots are 
10 cm apart.
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教員・৬員公募等のٻ人ニュ
ースߘݪにつきましては，採
用結果をお知らせいただけま
すようおئいகします．

ެ募

ٿՊ地ڀݚ౎大学大学Ӄཧ学ژ
࿭੕Պ学ઐ߈地質学߭෺学෼໺
地ٿςクτχクス෼Պ।ڭतެ募

募集人員：1 名
所属およびۈ務場所：京都大学大学Ӄ理学研
究科地球࿭੕科学専߈ 地質学鉱物学分野 地
球テクトニクス分科（地球テクトニクス講
座）（所在地：京都市ࠨ京区北ന઒௥分ொ）
務内༰：教育・研究ۈ
募集分野等：地球のม動現象ɺ特に岩石のม
形に関する実験的かつ先୺的研究をɺ地球࿭
੕科学専߈や学内外の他の分野の研究者と協
力しながら推進される方ɺまた地球科学に関
する国際的視野と広い見識を࣋ちɺ研究と教
育ฒびに専߈の業務にਚ力して下さる方を募
集しますɻ
またɺ京都大学の全学共通教育と地質学鉱物
学に関する理学部および地球࿭੕科学専߈の
専໳教育（講義・ԋ習・ࣨ内実験・野外実習
等）にै事いただきますɻ
等：博࢜の学位を有すること֨ࢿ
着೚時期：平成31年度のできるだけૣい時期
೚期またはޏ用期間：なし
必要書類：下記応募書類をɺ෧౵表面に「教
員応募書類在中」とग書のうえɺ؆қ書ཹ郵
ศにてお送りくださいɻ応募書類はฦ٫கし
ませんɻ
1．ཤ歴書（ࣸਅష付ɺ連絡先明記のこと）
2．研究業੷リスト

（1）論文（査ಡの有無を記すこと）
（2）ஶ書（3）その他
3．主要論文5ฤ（コピー可）とそれらの和文
の解説（各々 程度）を各１部（コピーࣈ400
可）
4．研究・教育に関する受賞歴ɺ外部ࢿ金֫
得実੷リスト
5．これまでの研究成果の֓要（໿1000ࣈ）
と教育実੷の֓要（1000ࣈ以内）
6．着೚後の研究・教育に関する๊負（2000 
（程度ࣈ
7．応募者についてর会可能な方2名の氏名と
連絡先
Ԡ募క੾：平੒31年1月31日（木）̡ ඞணʳ
選考方法：書類৹査を経て面઀を行うことが
あります（その際の旅費は応募者の負担とし
ます）ɻ
書類送付先および問い合せ先：
〒606-8502  京都市ࠨ京区北ന઒௥分ொ
京都大学大学Ӄ理学研究科地球࿭੕科学専߈ 
副専߈長 生形貴男 Ѽ
電話 075-753-4158　FAX 075-753-4189

e-mail：ubukata@kueps.kyoto-u.ac.jp
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/about/acceptance/
other/koubo/rigaku/2018/190131@1305.html/at@
view/file

日本地質学会に寄せられ
たީิ者の募集・推ન依
頼等をご案内いたしま
す．

各৆ɾ
ॿ੒ڀݚ

第50ճ（201�年度）
ॿ੒ڀݚવՊ学ࣗஂࡒඛࡾ

助成のझ旨：近年の自然科学の進าはめざま
しく，各学問分野の研究の深化はもとより分
野間の૬ޓ作用によりつ͗つ͗に新たな研究
ྖ域が誕生しつつあります．このようなঢ়گ
のもとで自然科学のすべての分野にかかわる
ಠ創的かつ先ۦ的研究をࢧ援します．さらに
成の֓念にとらわれず，新しい発૝で複数ط
のྖ域にまたがる研究に対しても大きな期଴
をよせ，助成します．なお，今年度は50周年
記念特ผ助成として，若手の研究者の方を対
象とした「若手助成」を実施ます．
助成૯ֹ：໿3ԯ3,000ສԁのうち，
一般助成：2ԯ7,000ສԁ（1件2,000ສԁ以内）
若手助成：໿6,000ສԁ（1件一཯400ສԁ）
Ԡ募期間：2019年1月9日（ਫ）～2月6日（ਫ）

（ඞண）
ʲ申込書提出先ʳ
公益財団法人　三ඛ財団事務局
〒100-0005 東京都ઍ代田区ؙの内2ஸ目3番1
号
三ඛ商事ビルディング21階
Tel．03-3214-5754
Fax．03-3215-7168
応募方法の詳ࡉは，HPをご参র下さい．
http://www.mitsubishi-zaidan.jp

第�0ճ
Պ学ٕ術ө૾ࡇ

目的：科学ٕ術を正確にわかりやすく఻える
優れたө૾を選奨し，科学ٕ術΁の関心をש
起し，その普及と向上をਤるとともに，社会
一般の科学ٕ術教ཆの向上にࢿすることを目
的とする．
参加ਃࠐ期2019：ݶ年1月25日（ۚ）（ඞண）
申込方法：本サイトよりweb申込の後ɺプリ
ントした申込書にೀҹの上ɺ必要書類および
作品を下記Ѽ提出してくださいɻweb申込が
できない場合はŊ 科学ٕ術ө૾ࡇ事務局
<filmfest@jsf.or.jp>にご૬ஊくださいɻ
提出先：（公社）ө૾文化製作者連ໍ　「科学
ٕ術ө૾ࡇ」係
〒103-0016東京都中央区日本ڮ小໢ொ17-18　

౻和日本ڮ小໢ொビル̓F
TEL．03-3662-0236 FAX．03-3662-0238
提出書類等：
˓申込書1通（マルチメディア作品はA4用紙
１ຕ（フリーフォーマット）ࣔࢦ書ఴ付）
˓出品作品
˓ύンフレット等のҹ࡮物　15部（あれば）
出品作品は事務局より後日ฦ٫いたしますɻ

（送料：事務局負担）
参加出品に関するお問い合わせ
公益社団法人 ө૾文化製作者連ໍ
〒103-0016  東京都中央区日本ڮ小໢ொ17-18
౻和日本ڮ小໢ொビル̓F
TEL 03-3662-0236　FAX 03-3662-0238
その他のお問い合わせ
公益財団法人 日本科学ٕ術振ڵ財団　科学
ٕ術ө૾ࡇ事務局
〒102-0091   東京都ઍ代田区北のؙ公Ԃ2番1
号
TEL 03-3212-8487　FAX 03-3212-0014
E-mail: filmfest@jsf.or.jp

201�年度ʮਂాڀݚॿ੒ʯ
՝୊募集ڀݚ

助成対象課題：複合的地球システム及びその
社会とのかかわりに関する研究等を助成対象
とします．ここでいう研究等とは，以下のᶃ
からᶈまでの各ྖ域のいずれかに֘当するも
ので，野外調査もしくは試験，実験をؚむ内
༰であること．
ᶃ地質学に関する研究・調査　ᶄ応用地質学
に関する研究・調査　ᶅ地球物理学に関する
研究・調査　ᶆ地൫޻学に関する研究・調査　
ᶇ環޻ڥ学に関する研究・調査　ᶈ๷災޻学
に関する研究・調査
応募者の֨ࢿ：大学またはこれに૬応する教
育・研究機関において，研究・調査にै事し
ているݸ人で，所属教育・研究機関の研究ࢦ
ಋ者の推નを受けた大学における助教あるい
は大学Ӄ博࢜後期課程在学者，または博࢜後
期課程΁の進学がܾまっている者，またはこ
れと同等と考えられる研究者．応募者が共同
研究の一員である場合は，研究上の໾割分担
とその意義を明ࣔして下さい．
推ન者：推ન者は，応募者を直઀ࢦಋしてい
る方で，推નは一件にݶります．
採択件数および金ֹ
イ．採択件数：10件程度
ロ．助成金の૯ֹ：500ສԁ以内
ఏ出期2019：ݶ年2月1日（ۚ）ফҹ༗ޮ
提出および問い合わせ先：
申੥書類提出先
〒113-0021　東京都文京区本ۨ込2-13-12
公益財団法人 深田地質研究所　૯務部
申੥に関する問合せ先
公益財団法人 深田地質研究所　高木
TEL 03-3944-8010　FAX 03-3944-5404
e-mail: grant@fgi.or.jp
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紹　介

ੴ͸ど͏͠てͰ͖͔ͨؠ

ਡ๚݉Ґɹஶ

岩波科学ライブラリー 269，2018年1月25
日第1刷発行，136頁，1400円，ISBN978-
4-00-029669-4

　ਡ訪さん（名ݹ԰大学名༪教त）のʰ岩石
はどうしてできたかʱが，岩波科学ライブラ
リー 269として出版された．この本は同氏の

ʰ地球科学の開୓者たち （ɦ岩波現代全書，
2015年）の࢞ຓฤともいえる冊子で，岩石学
を切ޱにした科学史の書である．
　本書は̑ষ立てで，第1ষ 水成論の師を௒
えて火成論΁，第2ষ 火山から噴き出す岩石，
第3ষ マグマが地下でݻ結した岩石，第4ষ 
ଯੵ岩や火成岩をมえるม成作用，第5ষ 日
本におけるม成作用の研究史，から構成され
る．なお，「はじめに」にはஶ者の自分史の
一部が，「おわりに」にはஶ者の特ٕである
঻૾画のスέッチの元になったࣸਅの由དྷに
ついても書かれている．
　本書は，ষごとに2 〜 9の小項目に分かれ，
話がその中でดじているので，どこからಡん
でもよい．さらに，ొ場人物のうち54人の঻
૾画スέッチがਵ所にࢄりばめられているの
で，スέッチを見てその人物のʠ人となりʡ
を૝૾しながら科学史と向き合うこともでき
る．
　第1ষは，イントロμクションにଓいて，
鉱物学の華ྷなొ場，ϰェルφーの体ܥ的な
地球生成発展史，フランスֵ໋とフランス地

質学の発展，エジンόラのϋトン，層ং学の
෕ ಠ学のスミス，保क的な地質学者ライエ
ルの੪一説，がొ場する．
　このষで面നいのはʰ੪一説ʱで有名なラ
イエルである．彼はスコットランドの大地主
のଉ子で保क的な考えの࣋ち主だったので，
ラマルクのʰ進化論ʱを޷まず，彼のʰ地質
学ݪ理ʱの中でラマルクのʰ進化論ʱを൱定
しているとஶ者はड़べている．h 進化論ʱに
対する同じような風当たりは当時のフランス
にもあり，ラマルクの学説が上流階ڃの貴଒
やૐཿからݏわれていたという解説は，時代
背景を考える上でڵຯ深い． 
　第2ষは，ローマਆ話の஁໶԰のਆ様，火
成岩とマグマ，ภޫݦඍڸのొ場とドイπの
ԫ金時代，火成岩のもとになるマグマの結থ
分化作用，ڊ人Ϙーエンと実験岩石学事࢝
め，Ϙーエン以後の火成岩成Ҽ論の展開，ݰ
෢岩質マグマの発生の高Թ高ѹ実験，安山岩
質マグマの発生とࠞ合，で構成されている．
　このষでは，1829年にイギリスのニコルが
開発したภޫプリズムを使って岩石の研究を
推進したのはドイπ学೿であることが強調さ
れている．そして，日本の地質学の෕ともݴ
われる小౻文次࿠が，1880年から1884年にか
けてドイπ・ライプチώ大学のπィルέル教
तのもとで岩石記ࡌ学を学び，帰国後，ภޫ
学を全国に広めたことࡌによる岩石記ڸඍݦ
が書かれている．小౻のఋ子にあたる௶Ҫ੣
ଠ࿠は，1922年にΧーωギー研究所でϘーエ
ンと初めて会い，彼の実験岩石学の研究成果
に感動し，帰国後もすっかりϘーエンに心ਲ
していたため，望ԕڸ（Ϙーエンڰ）とᎏ᎐
されたことがあったという話をੲฉいたこと
がある．Ϙーエンと௶Ҫがొ場する場面で
は，൓応ݪ理や分ผথ出作用の解説ととも
に，この話も出てくるかもしれないとࢥいな
がらಡみ進んだが，その予૝は外れた．
　第3ষは，マグマ論者とม成論者，Ֆቋ岩
成Ҽ論と同位体，Ֆቋ岩の分類と成Ҽ論の展
開，一連の火山岩と深成岩の見事な複合岩
体，オフィオライトの成Ҽ，ࣼ長岩のछ類，
マントルでじわりとできるΧーϘφタイト，
マントルをٸ上ঢするキンόーライト，月の
岩石学事࢝め，で構成されている．
　このষのϋイライトはΧーϘφタイトであ
ろう．地球科学でਡ訪さんを特௃ͮけるキー
ϫードは，アフリΧ，飛ଭ・ྖՈ，ࣼ長石
で，ΧーϘφタイトがஶ者のライフϫークで
あるアフリΧ研究の中で重要な位置を઎める
からである．
　この第3ষではՖቋ岩の分類と成Ҽ論が詳
しく紹介されているが，いわΏるラύキビՖ
ቋ岩（Rapakivi granite）については触れら
れていない．球ঢ়のΧリ長石の周りをࣼ長石
が෴う特घな組৫を࣋つラύキビՖቋ岩の成
Ҽは，ݹくからさまざまな議論があるが未解
ܾ問題となっている．ラύキビՖቋ岩は石材
としてੈք中で使用され，日本でもよく目に
するので，本書の中でその成Ҽについての解
説があれば，ラύキビՖቋ岩の研究にチャレ

ンジする若者が出てくるかもしれない．
　第4ষは，いつでもできるยຑ岩，広域ม
成作用の主໾は೤か動力か？，スイス学೿の
折中説，ྦྷ進ม成作用を解明したಠ学のόロ
ー，北Ԥϊルウェーのڊ人ゴルトシュミッ
ト，北Ԥフィンランドのڊ人エスコラ，ม成
過程で物質は動くのか？，ઓ中の海଑版とઓ
後の高Թ高ѹ岩石学，で構成され，主にม成
岩岩石学の研究史がまとめられている．
　第5ষは，ઓ前のม成作用の研究史 小౻文
次࿠から小ྛః一΁，とઓ後のม成作用の研
究史 小島ৎၲから都৓ळึ΁，の2部構成に
なっている．このষにొ場する人物は名前を
ฉいたことのある研究者が多いので，最初に
このষをಡむと，日本の岩石学研究の流れや
人のつながりがよく理解できるかもしれな
い．このষでは，小ྛః一がマーシャル・έ
イと਌しかったことが書かれているが，この
ことはあまり知られていないので，日本の造
山ӡ動の研究史を考える上で参考になる．
　この第5ষには，ນ末生まれの小౻文次࿠
と明࣏初期生まれの小઒ୖ࣏をච಄に多くの
研究者がొ場する．その中に，ଠ平༸ઓ૪後
の1948年に෋山ݝのӉಸ月でཟথ石-ेࣈ石
ย岩を発見した石Ԭ٢޾もొ場する．小౻・
小઒・石Ԭの3人にগし関わる話を，ੲ，水
୩৳࣏࿠氏（名ݹ԰大学名༪教त）からฉい
たことがあるので紹介しておきたい．1970年
代の初めに，水୩さんが石Ԭさんの部԰でઓ
前の日本の地質学の話をしていた時に，小౻
文次࿠と小઒ୖ࣏がզが国の地質学に果たし
た໾割の話になった．話の中で，「野山をۦ
け巡った小઒と小石をもてあそんだ小౻と，
どちらが日本の地質学にݙߩしたか」，とい
う石Ԭさんが若い時に自問自౴したメモ書き
を水୩さんが見て，話がਚきなかったそうで
ある．石Ԭさんの౴えは明շであるが，この
話と関連して，小઒ୖ࣏や石Ҫਗ਼彦のਤ෯調
査は今日でもૉ੖らしく，もっともっとධՁ
されていいとࢥう．
　本書では，人名や地名が現地ಡみ（に近い
形）で表記されている．ྫえば，ม成岩岩石
学では必ずొ場するゴールドシュミット

（Goldschmidt）がゴルトシュミット， Hutton
不੔合で有名なϋットン（Hutton）がϋト
ンとなっている．ただ，Ϥーμーは，ϋット
ン（ϋトンではなく）・Ϥーμーとなってい
る（p.42）．表記を現地ಡみで౷一する場合
には，෸石૬で有名なニュージーランドの
Coombsは，クームスではなくクームズの方
がいいとࢥわれる．
　本書には若ׯの校正ミス（ྫえば，p.116
ではม成岩が内成岩となっている）がある
が，岩石学の歴史が平қな文ষで書かれてお
り，঻૾画スέッチとともにڵຯ深いҳ話も
たくさん੝り込まれている．地球科学に関心
がある人だけでなく，科学史・歴史・アート
等にڵຯを࣋つ人達にとっても新たな発見が
期଴できるܒ໤書になっているので，一ಡを
おקめする．

（଍ཱ　क）
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意見交換会の出席者：前列左から，M.Todbilegモンゴル地質学会
代表，矢島道子125周年記念事業実行委員会委員長，Todbileg氏子
息，松田博貴会長，M.Coffin氏（2018年日本地質学会国際賞受賞）．
2列目左から，天野一男125周年記念事業実行委員会委員，Torrens
夫人，磯崎行雄執行理事，Y.-N. Lee韓国地質学会副会長, B.-G. 
Chae 韓国地質学会代表．最後列左から，平田大二副会長，S.
Wallis国際交流執行理事，H. Torrensロンドン地質学会代表，J. 
B. H. Shyu中華民國地質學會理事，Shyu夫人，佐々木和彦副会長．

海外の学術団体との協力・交流活動をご紹介します

日本地質学会第 125年学術大会（札幌大会）における国際交流について

　地質学会創立125周年の記念行事の一つとして，学術交流協
定を結んだ海外の5地質学会の代表者を招き，札幌学術大会で

「社会と地質学」をテーマとした国際シンポジウムを予定して
いました．大会直前通過する台風21号の影響を気にしていまし
た．タイからの参加者の飛行機はキャンセルとなり，参加は断
念されました．
　学術大会の初日はほぼ予定通り終了し，海外からの招聘され
た参加者は，1人以外無事に到着し，最悪の場合を免れたとほ
っとしました．しかし，シンポジウム開催予定であった大会二
日目未明3時ごろ，胆振地震が発生しました．私が経験した地
震の中で一番揺れが激しかったものでした．海外からきた多く
の参加者にとって初めての地震と震災の経験でした．寝なおし
て朝起きたら，電気・水道・公共交通などのライフラインが停
止していることが明らかになりました．トイレはどうするか，
食事はどこで食べられるか，帰りの飛行機はどうなるかなどの
問題に直面しました．他のセッションと同様に国際シンポジウ
ム開催は断念せざるを得ませんでした．しかし，折角集まって
いただいたので，海外の学会の代表者などの参加者の国際交流
に関する意見交換の場を設けたいと考えて，本部で関係者が集
まりました．本当に集まれるかはギリギリまで不安でしたが，
有意義な議論ができました．多くの方のご協力があったおかげ
で，心より感謝いたします．その時の議論は下記の通りです．

<記>
【国際交流代表者意見交換会】
日時：2018年9月6日，13:00 〜 15:00
場所：北海道大学高等教育推進機構
参加者：Simon R. WALLIS（座長, 国際交流担当執行理事），
松田博貴（会長），佐々木和彦（副会長），平田大二（副会長），
J. Bruce H. SHYU（中華民国地質学会会長），Xinling WANG

（中華民国地質学会），Hugh TORRENS（ロンドン地質学会代
表），Shirley TORRENS（同夫人），Munkhjargal TODBILEG

（モンゴル地質学会代表），Millard（Mike）COFFIN（2018年
日本地質学会国際賞受賞者），Yuong-Nam LEE（韓国地質学
会副会長），Byung-Gon CHAE（韓国地質学会代表），天野一
男（125周年記念事業実行委員会），磯崎行雄（執行理事），矢
島道子（125周年記念事業実行委員会委員長）
欠席者：Montri CHOOWONG（タイ地質学会代表） 

はじめに：座長から近年日本地質学会が行なった国際交流事業
に関する説明があった．その具体的な成果として，ロンドン地
質学会と協力して実施した「津波と地質学」をテーマとした2
件のシンポジウムの開催と関連したIsland Arcの特集号やロン
ドン地質学会のSpecial Publicationシリーズの本の出版やロン
ドン地質学会の「Geology of ・・・」シリーズの一冊である

「Geology of Japan」の発行を紹介した．海外の地質学会代表に
その訪問を記念して「Geology of Japan」を1冊ずつ贈呈した
.さらに，日本地質学会と韓国地質学会との学術交流は長い歴史
があり，交流成果として複数の共同巡検実施や定期的な執行部
訪問があった. その他の学会との正式な交流の歴史は比較的に
短く，主要な交流活動は執行部による訪問に止まっている．こ
こでは，各地質学会と地質学分野の発展に寄与することを目的
とした国際交流をどのように推進すればいいのかについて闊達

に意見交換し，議論することを目的とし， 次のアイディアが提
案・検討された．
1）情報交換
　学術交流協定学会の間の定期的な情報交換が必要という共通
認識があった．次のような情報は特に有用であると考える：会
長・副会長・理事の氏名や所属, 国際交流担当の理事の連絡先, 
年大会やその他のイベントの予定, 学会が与える賞の受賞者お
よび受賞理由．関連分野における現在進行中の主要な研究プロ
ジェクトのリストもあると良いであろう．これらの情報を英語
で提供する必要があり，また定期的に更新しないといけない．
情報発信のために学会のウエブサイトが適切であろう．基本情
報が更新されているかを確認するために学会の執行部の氏名や
彼らの連絡先が新年の挨拶の一部と位置付けることができる．
2）巡検への参加
　学会の学術大会の一環として巡検が一般的に実施されてい
る．各学会の会員交流を推進する目的で，協定を結んだ学会会
員のための参加枠を儲けることを検討するとよい．また，海外
からの旅費や滞在費などを奨学金の形で提供できるかについて
検討したい声が複数の学会代表者からあった．高等学校の先生
やその他の地質学・地球科学分野で活躍する講師が参加できる
ような仕組みがあるとよい．国際的対応として巡検の案内書の
英語版を提供しないといけない.
3）スポンサーの可能性
　学会間の交流を推奨するためにシエル石油会社とシュミット
財団などの企業や財団からの金銭的な援助を募ることも可能で
ある．収入源として企業向けのショートコース開催も考えられ
る．断層帯のトレンチ作製法など企業側にニーズがあるようで
ある．学会経験の長い人たちからの援助を依頼するのも効果的
かもしれない．
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4）学術大会への参加推進
　学生が学術大会に参加できるように一部のセッションを国際
的なシンポジウムとし，英語で開催するとよい．毎年だと負担
が大きいが，韓国・台湾・日本・モンゴルの中で4年に一回開
催することは可能である．台湾の地質学会の学術大会では，優
秀学生発表賞の商品としてiPhoneなどが提供される．このよう
な商品の提供が学生参加の動機付けになるのであろう．海外の
学術大会に参加するための旅費も賞として考えられる．また，
海外から学術大会に参加した学生の割引も検討できる．
5）学生・若手研究者の交流
　学生間の国際交流を推進するためにFacebookなどのソーシ
ャルメディアの利用も考えられる
6）その他
　台湾と日本列島は地質学的な類似点が多く，また韓国と日本
列島の地質関係は東アジアの地質発展を理解する上で避けて通
れない課題である．モンゴルは中央アジア造山帯の中に位置し
アジア全体の地質史を究明するために地質学的に貴重なフィー
ルドである．これらの地質学的共通点を生かして学術的に有意
義な交流を推進するとよい．この潜在能力を生かす方法の一つ
としては学術大会での共同セッションの企画を検討したい．

　意見交換会終了時に，各国における地球科学の位置付けに関
する紹介があった．高等学校での地球科学に関する教育の弱体
化は共通した懸念材料である．また，分野の発展のために若手
研究者の活動範囲を広げる機会をあたえることが鍵を握ってい
ると強調された．札幌での学術大会が台風と地震の被害に遭い，
社会における地球科学の重要性が浮き彫りになったにも関わら
ず，中・高等学校での地球科学教育が希薄である．その背景に
は大学の入試制度の中で地球科学は重要視されないことがある
と考える．地学オリンピックは魅力的な企画であり，数多くの
能力の高い学生が参加する．ただし，これらの学生の多くは医
学部など地球科学と異なる学科に入学する傾向がある． 

その他の提案
− 共同フォトコンテスト（自然・地質学的プロセス・岩石・鉱

物）の実施は可能か？
− 大学博物館の存在を生かして共同エクシビションの開催を検

討するとよい．
（国際交流担当執行理事：ウォリス　サイモン）

以下各交流学会に送った会議メモ
Meeting of International Representatives at the 125th 
Annual Meeting of the Geological Society of Japan (JGS)
Date/Time: 6 September 2018, 13:00–15:00
Place: Institute for the Advancement of Higher Education, 
Hokkaido University

Attendees: Simon R. WALLIS (Chair, Director for JGS 
International Relations), Michiko YAJIMA (Organizer for JSG 
125 Anniversary Celebrations), Hiroki MATSUDA (President, 
JGS), Kazuo AMANO (Director, JGS), Yukio ISOZAKI 
(Director, JGS), Kazuhiko SASAKI (Vice President, JGS), J. 
Bruce H. SHYU (Director, Geological Society Located in 
Taipei) , Xinling WANG (Guest) , Daiji HIRATA (Vice 
President, JGS), Hugh TORRENS (Representative, Geological 
Society of London), Shirley TORRENS (Guest), Munkhjargal 
TODBILEG (Executive Director, Geological Society of 
Mongolia), Millard (Mike) COFFIN (2018 JGS International 
Prize Winner), Yuong-Nam LEE (Vice President, Geological 
Society of Korea), Byung-Gon CHAE (Representative, 
Geological Society of Korea)

Absentees: Montri CHOOWONG (Representative, Geological 
Society of Thailand) (flight cancelled)

The chair summarized international activities of JGS 
including the two symposia organized with GSL on the 
subject of Tsunami Geology, the two resulting publications 
and the publication of the Geology of Japan, published and 
distributed by GSL. Copies of the Geology of Japan were 
presented to the society representatives as a memento of 
their visit. The JGS also has a long history of exchange with 
the Geological Society of Korea and there have been several 
joint field trips. Exchange with other Societies has a shorter 
history and has focused on leaderships visits to annual 
meetings. The chair then outlined the purpose of the meeting 
as a semi-formal format to discuss how best to expand the 
international activities of the geological Societies represented 
at the meeting, to the benefit of the Societies and the 
geological sciences in general. The following ideas were 
explored.

1) Exchange of Information
There was consensus that there is a need for greater 
information about the partner Societies. The following 
information would be particularly useful: names of the 
presidents, vice presidents and society directors; contact 
details for international representatives; dates of annual 
meetings and other events; lists of prize winners with 
mention of type of contribution and perhaps lists of major on-
going research projects. This information should be provided 
in English and be regularly updated. The best place would be 
on the society website. To ensure that regularly updated 
information is exchanged, a list of directors and contact 
details could also be included in New Year’s greetings.

2) Field Trip Participation
Field trips are organized on a regular basis as part of 
meetings in partner countries. To increase exchange of 
Society members it may be possible to offer places on these 
field trips for members of partner Societies. Several society 
representatives thought establishing a limited number of 
travel scholarships for students should be considered. There 
was general support for encouraging field trip participation 
by high school teachers of geoscience/geology. For 
international participation, field trip material would have to 
be provided in English.

3) Sponsorship
Sponsorship to support exchange activities could be sought 
through companies and charitable organizations. Shell and the 
Schmidt Foundations were mentioned. Training courses for 
industry could be an additional source of revenue. An 
example of suitable content would be techniques required for 
trenching of faults. Alumni could also be encouraged to 
contribute.

4) Meetings
International symposia for international students held in 
English, perhaps with alteration between Korea, Taiwan, 
Japan and Mongolia. Prizes such as an iPhone are awarded 
for the best student presentations at meetings held in 
Taiwan. This could be an incentive for students to participate. 
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　地震火山こどもサマースクールは，1999年夏から小・中・高校
生を対象にはじまった行事で，現在，日本地震学会，日本火山学
会，日本地質学会が共同で実施する，地球科学関連では最大規模
の体験学習講座です．今回，下記により2020年度に実施する第21
回の開催地を公募いたします． 
　このサマースクールでは，参加者のこどもたちが，第一線の研
究者と一緒に地元の見慣れた景観の中に隠された地球の活動を探
し，大地や風景のなりたちを考えます．野外観察，身近な材料を
使った実験，研究者との対話を通じて，その土地の誕生から現在
までの歴史や，そこに成立した地域社会との関係について楽しく
学びます．また，開催地で見られる地震活動や火山噴火などの証
拠に触れることで自然災害に対する理解も深めます．プログラム
の最後には，子どもたちが研究者と一緒に行った調査の結果につ
いて発表を一般市民向けに行います．
　各学会からの講師の交通費・謝金を開催地が負担する必要はあ
りません.また，開催地やその近くで，過去の地震や火山による被
害がなくても構いません．詳しいことは（地震火山こどもサマー
スクールホームページ（http://www.kodomoss.jp/）の「としょ
しつ」の地震火山こどもサマースクールの標準的なプログラム形
式をご覧ください．なお，2019年度の第20回地震火山こどもサマ
ースクールは，2019年8月10日（土）-11日（日）に北丹後で開催
予定です.スタッフとして2名前後，準備段階からご参加いただく
ことを歓迎いたします.

応募資格
１．地震火山こどもサマースクールの主旨に賛同し，現地事
務局を設置できる団体．なお応募が採択されたのち，三学会

（地震・火山・地質学会）のスタッフと現地事務局で実行委員
会を結成し，この実行委員会がサマースクールを実施します．
２．現地学校の夏休み期間中に１泊２日又は2日日程の通い形
式の日程（土日が望ましい）でサマースクールを実施できる
こと．
３．こどもとスタッフの宿泊に供することができる宿泊施設
を確保可能なことが望ましい

募集期間：2019年1月21日～2月15日

申込方法：必須事項を専用の用紙（http://www.geosociety.
jp/news/n138.html）に記入の上，日本地震学会事務局にメー
ルまたは郵送にて申し込む．

選考結果の通知：3月末日までに，郵送およびメールにて採用
か不採用かを連絡します．

本件に関する連絡先：
公益社団法人日本地震学会　事務局（担当：普及行事委員会）
〒113-0033　東京都文京区本郷6-26-12東京RSビル8F
E-mail:zisin@tokyo.email.ne.jp
TEL:03-5803-9570　FAX:03-5803-9577

2020年度地震火山こどもサマースクール開催地候補募集

A travel grant to attend a partner meeting could be 
considered as an additional prize. Discounted attendance at 
meetings for international students could also be considered.

5) Student communications
Setting up a Facebook page and use of other social media 
would help develop interactions between students.

6) Other points
There are clear geological similarities between present day 
Taiwan and Japan and the connections between the Korean 
peninsula and the Japanese archipelago are an essential part 
of understanding the geological evolution of the east Asian 
margin. On the continental scale, Mongolia is located within 
the Central Asian Orogenic belt key to understanding the 
geological development of Asia as a whole. These geological 
links form the basis for productive academic exchange. One 
way to exploit this potential would be to arrange joint 
sessions at meetings.

The meeting closed with a general discussion about earth 
science in different regions and countries of the world with 

emphasis on the declining emphasis on geosciences in high 
school education. There was consensus about the importance 
of young early career researchers being given opportunities 
to expand their horizons. With a typhoon and earthquake 
interrupting the rest of the meeting in Sapporo, the 
importance of geoscience was very clear. This contrasts with 
the relatively minor attention given to geosciences at middle 
and high schools. The entrance exam system for universities 
was also highlighted as one problem: the relatively low 
importance given to achievements in geosciences as a 
university entry qualification. Geoscience Olympics are an 
attractive activity and many excellent students enter the 
competition. However, many of these students go on to study 
medicine or some other non-geoscience subject at university. 

Simon Wallis (12 Sept. 2018) 

Post meeting additional comments
Proposal for possible joint activities
- Photo contest of nature, geological processes, rocks and 
minerals
- Joint exhibitions perhaps using university museums
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ฏ੒�0年ҏ౾大ౡ८ݕɿใࠂ
　関東ࢧ部では11月23日（金）〜11月24日（土）にҏ౾大島ジ
オύーク推進委員会と共催で「ҏ౾大島巡検−次の噴火に備え
て−」を開催した．案内者は，઒ᬒఓٱ（࢈業ٕ術૯合研究所）
とઍ༿達࿕（アジアߤଌ᷂）の྆氏．巡検ではόスと଍で全島
を回りݰ෢岩質火山ならではのଯੵ物のほか，1986年噴火や
2013年土࠭災害による影響とその後の地形・環ڥม化などを見
学した．૯੎33名の参加者には，宿での໷間ษ強会をؚめ೤心
な議論を交わして௖いた．地元ҏ౾大島在ॅの方も多数参加し
て௖いたため，大島での生活とジオの関わりにも触れることが
できた．
　今回の巡検をվめて振りฦってみる．22日の໷間ߤ࿏でԬ田
から大島΁上཮した参加者と，現地集合の島内参加者らは23ߓ
日朝に大島元ொ地区の໾場前で合流し，三୐島まで望めるळ੖
れのなか，巡検を開࢝した．1Օ所目は2013年10月に発生した
土࠭災害の෮چ現場を見学した．土࠭Ҡ動発生源となった2層
準の地層と，地形ਤではಡみऔりにくいY5火ޱ列を現地で確
認した．2Օ所目のޚਆ火஡԰（ొ山ޱ）からは1777-1778年，
1951年，1986年の各༹岩流の表面形ଶのҧいや২生回෮ঢ়گを
体感しながら，全員ϔルメットを಄に三ݪ山火ޱ΁ొ山した．
三ݪ山一周の్中ではʠ象ൽঢ়（ଏশ）ʡ༹岩やホーニトなど，
直近でしか見ることのできないଯੵ物や火ޱ෢岩質火山の火ݰ
山փ付着物が成長してできたような௝しいサージଯੵ形ଶをڵ
ຯ深く観察した．1986年̘火ޱ列ではリϘンঢ়火山஄を探しな
がら，案内者たちが噴火のわずか1時間前に間一൅避೉した話
などにฉき入った．三ݪ山を下る際にはޚਆ火スΧイライン中
ෲでόスを停めて，海΁௜む༦日を一同੩かにோめてから，Ҷ
ચいのごとくࠞࡶするޚਆ火Թઘに入ཋした．2日目はઘ津の
௴トンωルで旅行気分にͻたりながらスタート．島の外周道࿏
を時ܭ回りに進み，都道࿬のΧルデラ入ޱではഝいつくばって
ペレズϔアを探した．キャンプや௼り٬で೐わうイマサキ海؛
ではY4側噴火の供څ岩຺や火ٰࡅ断面を観察した．چ海食֑
の地層切断面では，大規模な৵食を൐う土࠭Ҡ動が過去にԿ度
か起きた可能性について議論し，島内参加者から؟下に見える
Ԙ޻場についての説明もฉくことができた．火山博物館でਆ津
島838年噴火の火山փ࿐಄と館内のਫ਼ີ立体地形模ܕ等を見学
して，16ܭՕ所以上の行程をకめくくった．最後は元ொߓで島
内参加者からの੝大な見送りを受けてのࢄ会となった．෯広い

層の参加者で行動したが，઒ᬑ氏のஸೡで論理的な説明とઍ༿
氏の不ࢥ議でઈົなたとえ話のおかげで共通理解がなされたよ
うにࢥう．最後に，共に開催準備・ӡӦを担って௖いたҏ౾大
島ジオύーク推進委員会ならびに学会活動΁の理解のもと巡検
Ҡ動に際してόスの使用・ӡ行などศٓをਤって௖いた大島ொ
໾場の関係者に，ここに記してྱޚ申し上げます．

（関東ࢧ部担当װ事　ߥҪ݈一・ࠜࡉਗ਼࣏）

【ࠂՃ者ͷใࢀ】
　東京都の཭島はこれまでڵຯがありましたが訪れたことはな
く，今回の巡検は地形地質を学Ϳ上でඇৗに良い機会だとࢥい
参加をܾめました．当日は天ީにもܙまれ，ҏ౾大島火山のテ
フラと༹岩流，Χルデラ形成や側噴火に൐う様々なଯੵ物と地
形の観察をすることができました．また，2013年に発生した土
石流災害の発生現場や1986年噴火による噴出物およびその地形
からは地形地質学的観点からの自然災害΁の対ࡦに関して深く
考えさせられました．今回の巡検講師のお二方は，1986年噴火
を؟前に経験された方々であり，噴火当時のྟ場感ある話はと
てもڵຯ深かったです．特に઒ᬒ先生からは火山地質・層ং，
ઍ༿先生からは੺৭立体地ਤを用いた地形の話と，地形地質૒
方の視点からҏ౾大島火山形成史について詳しく話をฉくこと
ができました．巡検ルートに関しては，1日目は三ݪ山火ޱ付
近の༹岩流の観察，2日目はҏ౾大島を時ܭ回りに回る形で߱
下火ࡅ物を中心とした観察と，ҏ౾大島の重点ポイントをԡさ
えたコンύクトかつೱい内༰でඇৗにษ強になりました．講師
の先生方，װ事のօ様およびҏ౾大島ジオύーク推進委員会の
օ様に大ม感謝申し上げます．

（૯合研究大学Ӄ大学複合科学研究科ۃ域科学専߈
5年一؏博࢜課程4年次　઒ຢج人）

෦ίーφーࢧ

ࣸਅ左から：Χルσϥೖޱ
ͰϖϨζϔΞΛ୳͢参加
者．໷のษڧ会Ͱ࿩୊ఏڙ
͢Δઍ༿氏（左）ͱ઒ᬑ氏

（ӈ）．

ؔ౦ࢧ෦ޭ࿑৆募ूத

　日本地質学会関東ࢧ部では，ࢧ部のݦজ制度に基ͮき
2018年度もࢧ部活動や地質学を通して社会ݙߩされたݸ
人・団体を関東ࢧ部としてݦজいたします．
ެ募期間：2018年12月10日～2019年̍月10日
詳しくは，学会HP http://www.geosociety.jp/
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　地球科学分野に関する研究会，学会，国際
会議，などの開催日，会合名，開催学会，開
催場所をご案内கします．会員のօ様の情報
をお଴ちしています．
˒ҹは学会主催，（共）共催，（後）後援，

（協）協賛．

����೥
�̇�݄ɹ%FDFNCFS
˓ୈ��ճ(4+γϯϙ஍ݍ資ݚڥ؀ݯ
会ࠂ੒Ռใڀݚ෦໳ڀ

「೪土・೪土鉱物：ׇރの機ثにある貴重な
国内ࢿ源」
12月6日（木）13:30 〜 17:35
場所：ळ༿ݪμイビル
https://unit.aist.go.jp/georesenv/

˓ୈ���ճਂాݚஊ࿩会
Ԋ؛Ҭͷ஍下ਫڍಈͷཧղに͚ͯ޲
12月7日（金）18:00 〜 19:30
会場：深田研地質研究所研मホール（文京区
本ۨ込）
講師：ಙӬ๎঵（東京大学）・参加費無料
http://www.fgi.or.jp/ p�4188

ʢڞʣୈ��ճڥ؀஍࣭学γϯϙδ΢Ϝ
12月7日（金）〜 8日（土）
会場：日本大学文理学部ਤ書館3階オーόル・
ホール
http://www.jspmug.org/

ʢޙʣฌݝݿ੓���प೥ه೦国際γϯ
ϙδ΢Ϝ
ʮڊେཽڪɼཽྨ٭ͷಾにഭΔʂʯ
12月8日（土）13:00 〜 17:30
場所：ฌݝݿ立人と自然の博物館（ฌݝݿ三
田市໻生がٰ）
定員300名（先着ॱ）・参加費無料
http://www.hitohaku.jp/infomation/event/
sauropoda-sympo2018.html

˓国際γϯϙδ΢Ϝ.*4"4"�7**ʮαϯ
ϓϧϦλʔϯͱΞετϩόΠΦϩδʔʯ
主催：Ԭ山大学࿭੕物質研究所

12月19日（水）〜21日（金）
場所：ถ子コンベンションセンター BiG 
SHiP（ௗऔݝถ子市）
https://sympo.misasa.okayama-u.ac.jp/
misasa@vii/

˓஍࣭学࢙࠙࿩会ͷ͓஌Βͤ
12月23日（日）ޕ後１時30分〜 5時00分
場所：北とͽあ8階806号ࣨ（JR京඿東北線
Ԧ子Ӻ下ं3分）
講ԋ：「地質学者としてのு　ࢿ平」ਗ਼地Ώ
き子：
問い合わせ：矢島道子 <pxi02070@nifty.com>

����೥
�݄̇ɹ+BOVBSZ
˓೔ຊݹੜ෺学会ୈ���ճྫ会
1月25日（金）〜 27日（日）
会場：ਆಸ઒ݝ立生໋の੕・地球博物館
http://www.palaeo-soc-japan.jp/events/

�݄̇ɹ'FCSVBSZ
ʢޙʣ౦๺େ学౦๺ΞδΞڀݚηϯλ
ʔެ։ߨԋ会
2月23日（土）13:00 〜 17:00
場所：東京エレクトロンホールٶ৓（ઋ台市
੨༿区国分ொ）

「地球生໋の起源と進化：ώトの誕生と現在
から近未དྷの課題まで」
講師：ؙ山ໜಙ（東京޻業大学）
http://www.cneas.tohoku.ac.jp/

�݄̇ɹ.BSDI
˒੢೔ຊࢧ෦ฏ੒��೥౓૯会ɾୈ
���ճྫ会
3月2日（土）ྫ会・૯会
場所：長崎大学教育学部౩本館4階
講ԋ申込క切：2月15日（金）
http : / /www.geosoc i e ty . j p/ou t l i ne/
content0025.html

˓ୈ��ճ೔ຊਫڥ؀学会೥会
3月7日（木）〜9日（土）
開催地：山ས大学（山སߕݝ෎市）
h t t p : / / w w w . j s w e . o r . j p / e v e n t /
lectures/2018per.html

˓*OUFSOBU JPOBM� $POGFSFODF� PO�
(FPTDJFODF�GPS�4PDJFUZ�	(FP4PD


3月14日（木）〜 17日（日）
場所：όングラデッシュ・μッΧ市
https://www.data-box.jp/pdir/7085ba17d18
d49959128fd842853976a

ʢڞʣ஍࣭৘ใల����๺ւಓ�໌࣏
͔Βͭͳ͙஍࣭ͷ஌ܙ
3月29日（金）〜 31日（日）
会場：かでる2・7（北海道札幌市）
https ://conf i t . a t las . jp/guide/event/
geosocjp125/static/gyoji

ԋ会ߨຽࢢ˒
ʰ動く大地のしくみを知り，地震・津波災害
に備えるʱ
3月30日（土）13:00-16:00
会場：かでる2・7（北海道札幌市）
https ://conf i t . a t las . jp/guide/event/
geosocjp125/static/gyoji�koen

�݄̇ɹ.BZ
೔ຊ஍ٿ࿭੕Պ学࿈߹����೥େ会
ʢ+1(6�.FFUJOH�����ʣ
5月26日（日）〜30日（木）
会場：ນுメッセ
予ߘ౤ߘ期間：1月 8日（火）〜2月19日（火）
http://www.jpgu.org/meeting@2019/

�݄̇ɹ4FQUFNCFS
˒೔ຊ஍࣭学会ୈ���೥学ज़େ会
ʢޱࢁ����ʣ
9月23日（月・ॕ）〜25日（水）
場所：山ޱ大学　٢田キャンύス（山ޱ市٢
田）

�̇�݄ɹ/PWFNCFS
国際ΰϯυϫφڀݚ࿈߹����೥૯
会ɾୈ��ճΰϯυϫφ͔ΒΞδΞ国
際γϯϙ
11月8日（金）〜 10日（日）
場所：高知ݝ立ݝ民文化会館（高知市）
野外巡検：11 〜 12日（ࣨށジオύーク）
1st Circular
https://www.data-box.jp/pdir/5d75abb24f02
4058a6a72700bb5e59e9
お問い合せ：Prof. Darren Lingley（高知大
学 人 文 社 会 科 学 部 ）：E-mail: lingley@
kochi-u.ac.jp
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5.25億年前のグランドキャニオン大不整合（アリゾナ・USA）
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